
学級集団を高める中で、ひとりひとりの学習の成立をめざす
一人間関係を基盤にした統合的教育の展開一

第14回 全国バズ学習研究集会要項
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全国バズ学薔研究連絡会
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全 日本特殊教育研究連盟
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2.会 場

(1)控

案 内 (案内図参照)

室

賓来

″   生徒指導室 (本館 3F)

″  生 徒 会 室 (新館 3

″  生徒指導室 (本館 3

体育館

調理室、理科室 (本館 lF)

F)

F)

白鷺中学校 校 長 室 (本館 2F)

| 
〃 図 書 室 囃 3D   I

城南′
J＼学校

白鷺中学校

長校

提 案 .記 録 者

教 育 委 員 会 関 係

校 区 .記 念事業関係

一 般 参 加 者

育 友 会 員

(2)開会行事     二 白鷺中学校体育館

(3)公開授業

第 1校時 一一一 白鷺中学校、城南 Jヽ学校、教育研究所

第 2校時 ―一一 白鷺中学校

(4)昼食会場

/N・ネラー、司会、提案 記録～昼食及び分科会打合せ 一一一一白鷺中学校オープンルーム (映画)

来賓、教育委員会関係～校長室、生徒指導室

一般参加者～城南′jヽ学校体育館 (映画)

育友会員～調理室、理科室

(5)教育機器展示、図書販売 一―一丁~城南′
lヽ学校体育館

(6)分科会場

第 1.3.

白鷺中学校

城南′jヽ学校

第 5.7.10。 11.13.一ニー教育研究所、視聴覚センター

(7)講  演       白鷺中学校体育館

1 1 ,E 2 1 EFk)

閉
会
行
事

シ ンポジウム1 1 ,E 2 2 EFF)
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(8)懇談会場 富士観姫路ホテル

(9)全

シ

閉

3.開 会 行 事

開 会 の こ とば

主催者 あいさつ

全国バズ学習研究連絡会長

白 鷺  中 学  校 長

祝     辞

姫 路 市 長

兵 庫 県 教 育 長

姫 路 市 教 育 委 員 長

名 古 屋 大 学 名 誉 教 授

南  山 大 学  教 授

松下視聴覚教育研究財団代表

歓 迎 の こ とば

白 鷺 中 学 校 PTA会 長

経 過 と 概 要

研 究 経 過

基 調 提 案

授 業 視 点

日 程 説 明
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重
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健

田

脇

寺

士
口

森

田

永 井 辰 夫

塩  田 芳 久

伊 奈 輝 郎

藤 井 宏 造

道  上 昌 幸

山 本 亀 夫

福 島 達 郎

高 醸 忠 賓

城南′
1ヽ    白鷺中

富士観姫路ホテル



4.公 開 授 業

中学校の部  9:40～ 11:30

Jヽ学校の部  第 1校時 9=40～ lo:25
学
年 組 指導者 教 科 1 主 題 ・ 題 材 場 所

富田てる子 国 語 たぬきの糸車 1 - 2

高馬  翠 社 会 ゅうびんのしごとをする人々 A V 2

赤垣美智子 国 語 モチモチの木 3  -  2

福本 和代 算 数 面積 (カ ードの広さ) A V l

阿部 和夫 算 数 単位量あたりの大きさ 5  -  3

学
年 組 指導者 教  科 主

ほのお津野 敬子 理 科

難 聴
ら、6埋

沢田 映子 国 語
宣 数 組ぷ基

精 薄 小笠原一恵 生  活 火の用′

言 語 三木やす子 ことば
｀

カニ ド

:3015:10～ 1621日 (水 )5。 講   演

講 師  東大寺管長   清 水 公 照演 題   「人間と教育」

22日 (木)9:00～ 9:306.全 体 会

30～ 12:0022日 (木)9:7 シンポジウム

「今日の教育を考える」

名古屋大学教授  田 浦 武 雄    名古屋大学 名誉教授
塩 田 芳 久二不二    南 山 大 学 教 授大 阪 大 学 教授  三 隅

8。 開 会 行 事

謝   辞   城 南 ′
lヽ 学 校 長

谷 口 勉 二
中播パズ学習研究会長

白鷺中学校校舎完成記念事
普   水  野  昭  二

委  員  長実  行

閉会のことば

第 1 校 時  9:40～ 10:30

学
年 組 指導者 教  科 主 題 ・ 題 材 場 所

泥 菫
豆 音 楽 線路は続くよどこまでも 音 楽 室

井端 保夫 数 学 基本の作図 1   -  2

藤本 清子 美 術 構想画を描こう 美 術 室

高儀 忠賓 社 会 天下統一への動き 社 会 科室

宮下  徹

埴岡 洋子

体育働

体育関

バスケットボール
体 育 館

運 動 場

上垣 泰博 英 語
Lesson13 Pa r r (1)
Chrisbmas PresenIs

2  -  3

山本 亀夫 国 語 堀池の僧正 一徒然草よリー 2  -"  4

遅り|| 治 英 語

Lessonl0
Ot ok o-s an and t he

S t r aw Coa t
教育研究所
L.L教室

福島 達良「 国 語 夏 草 一奥の細道から一 3  -  2

松盛 清泰

加藤 妙子

技術・家庭
偶子向き)

ち翅穴子・ :家蓼三
(女子向き)

電子部品のはたらきと
使用法

幼児の保育

3  -  3

家 庭 科室

坊垣 正博 理 科 電磁誘導 鶴
室

研
科

育教
理

難聴2 天野 一美 K)Y,4 L 第 2校時に同じ 難 聴 教室

第 2 校 時  10:40～ 1

学
年 組 指導者 教  科 主

菊地恵嘱子
徳
和

道
日

ヒロシ
‐

下房 正英
道 徳
(同  和 )

足l旨 |こ生

精 薄 竹谷由紀子 カ レー t

上山 恭三

セ ブン

タイム

」Lケ七本目王
と教科 (

と個 0イ

を1ま か `

浜側  孝

河上 忠俊

難聴 1 多根 貞武

全

校

止

揚

の

時

間

人間関係を基盤と1

をはなれて設定しブ

間である。

各自が学習コース妥

性に応じた方法・場

個別化を考えなが |



1:30

題 ・ 題 材 場 所

7の うた 1   -  3

Lき る 3  -  3

ライスをつくろう 竹 谷 学級

飩暉畔飢

1 - 4

2  --  4

3  -  2

難 聴 教 室

ンヽ 学年・学級の枠

こゆとりと充実の時

L選定 し、能力・ 適

碧所・機器等により

らバズ学習を進める。

別   掲

G缶 償1)

止 揚 の 時 間

教科 コ ー ス 名 主  な  内  容 学習場所 担当教師

国

　

語

文学 古典コース

創 作 コ ー ス

基 礎 コ ー ス

平家物語、百人一首、文学史等

詩、俳旬、作文、感想文等

漢字、文法等

図 書 室

図 書 室

福 島

(菊 池)

山 本

社

　

会

地 理 コ ー ス

歴 史 コ ー ス

公 民 コ ー ス

郷土、地形模型、風俗等

郷土史、城、古墳、人物史等

時事問題、市政、貨幣等

社会科教室

3  -  5 (下 房)

野

醸

林
天

高

数

　

　

学

基 礎 コ ー ス

応 用 コ ー ス

計算が主で数字ゲームもする

自作の問題を解 く、できるものは

高校程度の問題もする。他に数字

ゲームもする。

オー//ルーム

1 - 2

佃 _D

α熙 側)

井 端

理
科

第一分野 コース

第三分野コース

化学実険、物理実験

動物、植物、細菌、天体、気象

理科第

理科第

垣
根
上

坊
移
道

立
日
来未

音 楽 コ ー ス 器楽を中心にす る。 音 楽 室 泥

美

術 絵 画 コ ー ス 油絵、水彩、素描、はり絵 美 術 室 藤 本

保

　

体

基礎体カ コース

応 用 コ ー ス

トレーニング、徒手体操

パレ、 ソフト、サッカ、 鉄棒、

平均台、跳箱

体 育 館

運 動 場

宮 下

(上 山)

埴 岡

技
術
家
庭

工 作 コ ー ス

調 理 コ ー ス

洋裁手芸 コース

木工、金工、模型等、すべて手作り

献ム カロリー、実習

洋裁、刺 しゅう、 レース編

技 術 室

調 理 室

家庭科 室 鮨  谷)

坂
盛

藤

黒
松

加

英

　

語

英 語 コ ニ ス 会  話

文学重話

基  礎

2 - 1

2  --  2

2  -  3

垣
　
川
　
川

上
　
西
　
是

題 0題 材 場 所

理 科 室

ビ 中の神様
難 聴 教 室

精 薄 教室

遊び 言障教室 1

-5-



9。 分 科 会

分 科 会 名 研 究 主 題 研 究 内 容

△∬
隷択
宏
釆
懐
可

校  種 会 場

パ

司 会 者

学習指導の改

霊

学力と人間関係

の統合

学級集団の中でひ

とりひとりの学習

の成立をはかる

城南小

体育館

恒

茂

宮

上

四

尾

夫 (徳島 元福計jヽ校長)

夫  (姫教委 課 長 )

中 0高 白鷺中

家庭科室

梶

前

田 司

夫

稲

義

(春 日井前東部中校励

(神 戸 野田高校 )田

教育機器の活

用

学習と指導 に教

育機器を活用す

る

学級集団
｀
の学習の

効率を高め、ひと

りひとりの自主学

習をたすけるため

に教育 機器の活用

をはかる

/1ヽ
城南小

AV-1
高 馬 正 則 (姫路 前城南小校長)

本位田 孝 人  範銘 用 |1小校長)

中・ 高

白鷺 中

オ ープ ン

ル ーム

工
冷本

元

塚

塚

郎 釧整 教育研鶴 長)

実  (姫路 東中校長)

基礎的学力

翌

体力の定着

基礎的な学力・

体力をつける学

習方法

個人差に応 じた学

習の方法と場をく

ふうする

/1ヽ
研究所

演習室

松 岡   護 (姫路 前船場小校長)

鬼 本   浩  (香寺 中寺小校長)

中・ 高
白鷺 中

2-1
陽

保

谷

井

木

桜

〔広島 豊高校長)

鍵整 飾磨中部中校長)

新教育課程へ

の移行措置

ゆとりのある充

実 した学校生活

をめざして

ゆとりのある充実

した学校生活であ

るための運営 と場

(オ ープ ンルーム)

を考える

/1ヽ
研究所

LL教室

金 治 晴 治  (竜野 ノ」咤小校長)

鎌 谷 嘉 道  〔姫墜 安室小校長)

中・ 高
白鷺中

図書館

田

花

新

藤

正 彦  (広島 豊中校長)

夫 (姫路 大白書中校長)春

V評   価

学習と指導の評

価

授業の中で学習と

指導 に評価を生か

す

全
白鷺中

2T4
望 月 和三郎  (東京 小平 3中 )

宿 南 勝之助  (姫路 旭陽ノjヽ校長)

学級集団の育

成‐

個と個も個と集

団の止揚

セブンタイムの充

実

自己実現のある学

級集団

/Jヽ
研究所

大会議室

白

中

井   仁 eり |1 前中部中校長)

川   豊  鰯  八々 lヽ校長)

中 ,高
研究所

視聴覚

教 室

成 瀬 信 一  (土岐 泉中校長)

山 崎 千代松 (高知 前奈半利中校長)

Ⅶ 生 徒 指 導
非行生徒をつ く

らない教育

落伍者をつくらな
い教科学習
基本的生活習慣を
身につける教科外
活動
生徒指導と補導の

あり方

全

白鷺中

体育館

鈴 木 武 士  (竜野 前教育長)

得 平 重 夫 (姫 路 教 委)|

Ⅷ 障害児教育
障害をの りこえ

社会に適応でき

る人間 の育成

障害児 と共に学び、

共 にたかまる集団
の育成

障害に応 じた教育

方法 と場の くふ う

全

研究所

第 102
研修室

森

藤

増

本

寅

貞

良

三 嵯 賀 前五個荘小校長)

治  麟  砥堀小校長)

一  (姫 路 教 委 )田

-6-



議討
不ヽ

雄

守

俊

福

　

忠

本

田

上

藤

原

河

(兵庫 洲本実高)

(姫 路 東 中)

(姫 路 白鷺中)

(旭川 忠和小校長)

(女臣  路  八木/Jヽ )

安藤寿彦 (土岐泉中う乾 和夫 (寝屋川 9

中)小林三洋 (春 日井藤山台中)石原 憲
皓 日井東部中)高橋雅人 (姫路林田中)

盤島達郎 o誂白鷺中)

月 民 雄  (広 島 豊浜中)

宅 正 夫  (名 古屋旭丘高校)

清 則 (姫 路 東 中)

下   徹  (姫 路 白鷺中)

上 昌 幸  (姫  路 白鷺中)

田 鎮 人  (春 日井 勝川小)

本 ゆみ子  (姫 路 城南小)

根 貞 武  (姫 路 白鷺中)

谷 由紀子  け臣 路 白鷺中)

男

也

イ不
一飼

瀬

場

庭

市

望

三

森

宮

道

岩

橋

多

竹

問 題 提 案 者

和

肇

収

清部

　

積

石

撰

安

(滋賀 五個荘小)

(姫 路 八木小)

(姫  路 城南小)

正

取員

田

良

梶

瀬

己 (名 古 屋 大 )

一  敏鵬  峰相小校長 )

子 (御 国野小 )

子 砿 峰 小)

治 (山 陽 中)

夫 (白 鷺 申)

友

照

一
康

保

陰

中

一
海

端

常

田

一
内

井

彦

子

夫

美

光

恵

亀

吉

川

本

住

石

山

(広 島 豊 中)

(広  島 豊高校)

(姫 路 白鷺中)

(筑  波  大)

(広  島 豊高校 )

(女臣 路 教 委 )

夫

孝

男

信

昭

武

田

智

田

太

越

吉
一与崎

岡

井

宮

吉

平

右  (長 崎 城山小 )

晃 (広 島 豊 小)

均  (姫  路 城南ガう

(京 都 女 子 大 )

(大 垣 荒崎小 )

(姫路 教育研究所

彦

建

昇

孝森

野

浦

小

水

鹿

代 (太 市 ノ」ヽ)

明 (城 陽 が
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研究経過 の概要

1 バ ズ 学 習 研 究 の 動 機

昭和 51年 4月 ある日の午後の職員室。数名の教師が雑談をしているうちに、A教諭が「 学年

始めというのに授業にならない。なん とかならないだろうか。このままでは 1年間が心配だ。」

という。話の対象になっているのは、 50年度か ら話題になっていた生徒達のいる学級である。

この話をきいていたB教諭が「 50年度に続いて同じ人が担任 しているのだか ら、どうしなけれ

ばな らないかは予想 しているだろうにな。」という。

このような話題をまいて出発 した51年度であったが、夏休みが終 り2学期にはいって、体育

大会・文イヒ発表会と学校行事が続 くにつれてますます授業はしにくくなっていったようである。

やがで同じ悩みが 1年生からもいわれ始め、 1つの学年だけの問題 とはいえな くなってきた。毎

日の授業がスムーズにできな くなり、教室などの備品や施設 も痛みがめだつようになった。 もち

ろん、このような事態が 51年度になって突然発生 した ものではないし何年 も前か らの非行問題

の蓄積 とそれに対する不適切な指導、表面化することへの恐れがとらせた一時的な陰弊策な どに

遠因があることは見逃せない。このような事態が契機 となって「 何 とかしよう」とい う空気が一

部の教師の間に芽生え、短学活や部活動の見直しに手がけたのである。

しかし、「 生活態度 とか、行動よりも進学率を高める、それ も有名校 といわれている高校にひ

とりで も多 く入学させることによって、少々学校の中が荒れていて も容認 してもらえる」とい う

考えが一方にあった。当時の職員室には、「 進学率」ということばに抗 し得ない空気 もあったの

である。このような状況の中で 1年生の問題行動はエスカレー トし、多発するようになってよう

や く学級活動や学級指導に教育活動の力点をおくようになったc

昭和 52年度は、年度始めから全校が「 バズ学習の研究」にとり組むことになった。「 生徒の

生活行動の改善」と「 学力の定着 0向 上」という2つの目標を設定 した。しか し、依然 として「

個」の主張が強 く、「 集団のす員 としての個」という意識がないか ら「 自分さえよければ」とい

うことで、周囲の状態には無関心であった。‐「 個」の目標と「 集団 」の目標をどう統合・止揚 させ

るか。 ここに悩みをいだきながら過 ごした52年度であったが、生徒の問題行動はさらにエスカ

レー トし、 (止揚の教育 第 2部 生徒指導 の項参照)、 校内では処理 しきれな くなって関係

機関の協力を求める事例は増加の一途 となった。そこで、 2学期以降は終 りの短学活を一層充実

強化することとなった。特に 2年生にその重点をおいたが、一度崩れた生活は容易には立ち直 ら

なかったように思う。このような状態では、「個」の欲望に負けてもう一つの「個」の目標を失

ったといえるだろう。

昭和 53年度は、普通教室の全面改築ということで年度始めか らプレハブ生活とな り、54年

2月 末まで約 10カ 月続 くことになった。 3年生は 1年生のときか ら話題の多かった学年であっ
|

て、年度始めか ら心配されていたが「 学校の立て直しは 3年生か ら」とい うことで、「 52年 度



以上に短学活 。学級活動の充実 を」とい う学校 。保護者あげての取 り組みの結果、 2学期以降は

激減 し、年度の後半はほとん ど事件 らしい事件はなくなった。

以上かんたんに過去 3年間を振 りかえり、今回、研究集会を開催するようになった動機を述べ

てきたが、 53年度を終 って気づいたことは、「 学力や進学」という「 個のねがい」も「 学校と

いう社会の人間関係が崩れていては満足 されない」ということであった。今の社会では矛盾 して

いるように思えるこの二つの条件 も、学校 とい う場の社会的存在意義から考えるならば、矛盾を

肯定 して放置するわけにはいかない。「 放置する」ことは「 学校教育を放棄する」ことにつなが

るといえよう。今の学校が抱えている悩みは「 この矛盾をどう統合 し、止揚するか」ではないだ

ろうか。本校の場合 も過去にいわれた有名校意識をささえていたものは、越境入学 と生徒数の多

さから生 じた有名高校への進学者数の多さであって、真実は力がついたわけではない。即ち人間

関係をよくし非行を少な くすれば進学率が悪 くなり、逆に進学率をよくしたら非行がふえるので

はない。学力 と人間関係の統合・止揚に努力 してはじめて学力 も上 り非行 もなくなっていくので

ある。

2 昭和 52年 度 以 降 の 研 究 経 過

昭和 52年度研究課題

「 ひとりものこさず ひとりひとりを伸ばす学習」 ― ゆとりときびしさの教育 一

はっきりとバズ学習を打 ち出してはいないが、底流にはその考え方をおいた。

学習指導では、支えあい励ましあう学習集団の育成により、基礎学力の定着をめざし、その

ために、教育機器を活用 して落 ちこぼしをなくすることの模索をはじめた。

学級指導では、ひとりひとりに生 き甲斐を持たせ、学級集団か らはみ出た生徒をつくらない

学級づくりに努力 し、支えあう仲間づくりに小集団をとり入れるように研究をはじめた。

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

短学活の問題点について学年や全員で研修

生徒の意識調査及び調査集計 と分析をし、全員で研修

先進校見学 (長 野県筑北中学校)教 育環境について研修

学習指導の改善 を全員で研修

生徒指導上の問題点 を全員で研修

学習集団を基盤 とした指導法の改善 を全員で研修

全国バズ学習研究集会に参加

先進校見学 (鳥取市立北中学校)学 習指導の改善について研修

先進校見学結果の報告 と全員による研修

教育工学全国大会に参加 (徳島県鳴門市)

小集団を生かした短学活の指導 について全員で研修
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昭和 53年度研究課題

「基礎学力の定着をはかり、ひとりひとりをみつめ伸ばす教育」

一 学習の効率を高めるとともに人間関係を育て、自己訓練のできる人間の育成をめざす一

個と個、個と集団 の対立と相求という矛盾に満ちた人間理解の上に立って、相互作用・行

動変容 (学習理論とグループダイナミックス理論の統合)・ 集団過程 (個人の発達と集団の

成長)・ 教育技術 :(教 育機器(学習集団の組織、評価等)を重視しながら教育活動のもつ認

知目標と態度目標の同時達成をめざした。

52年度よりは、 さらlF_、 グズ学習導入への一歩を進めた。具体イヒとしては、県立嬉野公民

研修所を利用した集団宿泊訓練 (17自 2日 )を学年毎に全学年実施し、生活バズを取 り入れ

た短学活の充実をはかつた。また、校内では、バズ学習形式による学習指導法の研究を全職

員で行うた。

5月  集団宿泊訓練の持ち方 について全員で研修。 集団宿泊訓練実施。

6月  短学活、生活バズの持ち方について 学年・全員で研修

0月  学習指導の改善法 (バ ズ学習による学習遅滞生徒の防止) を全員で研修

10月  学習集団を基盤 とした指導法の改善 にういて全員で研修

全国バズ学習研究集会に参加

11月  生徒指導上の問題点 と後半の指導上の留意点 について全員で研修

先進校見学 (奈良県新庄中学校 )

教育工学全国大会に参加 (奈良県)

12月  先進校見学結果の報告 と全員による研修

1月  3学期の生徒指導のあり方 について全員で研修

2月  小集団を生かした短学活の指導 について全員で研修

昭和 54年度研究課題

「 学級集団を高める中で ひとりひとりの学習の成立をめざす」

一 人間関係を基盤にした統合的教育の展開一

53年度の反省をもとに研究課題・研究内容を設定 した。すなわち、

(1)学力を伸ばす指導 と人間関係を高める指導を統合・ 止揚する。 (学力 と人間関係 )

121 個人の学習過程に関する事実や原理 と集団相互作用の過程の事実や原理を統合・止揚する。

(個人的学習と集団的学習)

(3)個 人の発達 と1つ の学習集団としての学級の望ましい発達を統合・止揚する。 (個人発達 と

集団の成長)

の三点をおき、ひとりひとりの学習の成立 と自己実現をめざしている。

-8-



4月  研究主題の検討 と組織づ くり

生徒の実態調査 (知能・ 標準学力検査、学級の意識調査 )

教育機器の設置計画立案

教育機器の使用技術の収得

生徒会活動の点検 と組織の見直 し (活発イヒヘの手だて)

5月  基礎学力,学習過程,評価の研究 と実践

教育機器の運用計画立案 と実践化

人間関係の育て方の研究 と実践

セブンタイムの実践研究 (各学年 )

障害児を含む交流学級 における授業研究

障害児学級におけるバズ学習の研究 と実践

6月  授業研究 (各学年,各教科)と バズ学習推進上の問題点 (講 師 塩田芳久先生 )

7月  セブンタイムの実践研究 (各学年 )

理論研究 (学級集団の育成 と学力の充実をはかる指導のあ り方)

8月  1学期の反省

・
理論研究

実践・理論研究のまとめ

9月  授業研究 (各学年 各教科 )

10月  セ ブンタイムの実践研究 (各学年 )

授業研究 (各学年 各教科)と バズ学習推進上の間
‐題点 (講 師 塩田芳久先生・ 梶田

正己先生 )

先進校見学 (岐阜県土岐市立泉中学校 )

11月  授業研究 (各学年 各教科 )

止揚の時間の実践研究

セブンタイムの実践研究

詈LE回 旦尻』1二量曇[言貪表会
)講師 南山大

言 
塩田芳久先生    t

3今 後 へ の 課 題

53年度末に校舎の鉄筋イヒが完成 し、 54年度か ら新 しい自鷺中学校の歴史が始まったことを

機会に、学校のあるべき姿を求めて取 り組んだバズ学習であるから、経験の深い諸先輩の先生方

から見れば、幼稚その ものであろうとは思 うが、日標を持って教師が教育活動に取 り組めばその

心は必ず生徒に好い影響を与えるであろう。そこから教師と生徒の間、教師と親との間に信頼の

きずなが育ってくる。上方では、生徒相互に協力と信 じ合 う気持 も育ってくる。 このような心の



育つ教育な くしては、個人的学習はあって も集団的学習にはな らず、また、集団的学習の中での

個別イヒも成立 しない。個 と個、個と集団 の相反する目標を統合・止揚することによって、本校

が置かれている社会的教育阻害条件を取 り除 き、あるべ き姿の人間育成に努力 したい。 54年 度

の研究経過の中か ら、将来につながる有効な反省点を見出し、さらに飛躍 させたい。

(1)学 習指導 ○ひとりひとりの学習効率を高めるためにバズ学習を定着させ、生徒の相互作用

を活用するようにして一斉授業か らの完全脱皮をめざした。

○教育機器に埋没 した指導ではなく、学級集団の学習効率を高めるように教育機

器を手足 として使いこなす指導法の研究を進めた。

〇本校が現時点でもっとも必要 とする基礎的学力や基礎的体力を適切に選び出し、

個人差に応 じた学習の方法 と場の指導を進めた。

・
○人間形成を基盤 とし、ひとりひとりの自主学習に役立つ教育機器の活用法を考

え、バズ学習を活かしたゆとりと充実の時間のあり方を研究 した。

O学習と指導に役立つ簡潔な評価法を考えた。

(2)生徒指導 ○マンネリイヒしないセブンタイムのあり方を考えた。

。バズ
｀
学習をとりいれた教科外活動のあり方を考え、教師主導型を排除する。

○見て見ぬ振 りをした生徒指導にならないように教師間の情報交換を緊密にし、

時期を失わないカウンセリングを考えた。

○学習指導法を改善 し、一斉指導か ら脱皮することによって、教師学習が生徒指

導の基盤 となるように努めた。

○非行を「 追いかけるJ生徒指導から「 生み出さない」生徒指導への全教育活動

体制をつくるように努めた。

(3)教 育環境 ○非行の温床や教育の低生産性の場か ら教育目標を達成するのにふさわしい教育

環境をつくった。



題主究研

学 級 集 団 を 高 め る 中 で 、 ひ と りひ と りの 学 習 の 成 立 を め ざす

人 間 関係 を基 盤 に した統 合 的教 育 の展 開

研 究 主題 設 定 の理 由

(1)現在われわれに求められているものは一体何か。それは「 わかる授業」であろう。すなわ ち

「 ひとりもとりのこさず、ひとりひとりをできるだけ伸ばす学習」の創造であろう。たくまし

く生 き、学習によってうまく適応 し、創造行為によって、よく生 きてい くような学習活動の場

と教育方法を倉J造することになる。

しか し、現実は過重な教育内容によって、何人かの生徒が未消イヒ現象を起こし、その結果自・

ら学習に対する意欲を失ったり、ときには集団か らもはじき出されて生徒指導上の問題をひき

起こす原因ともなっている。本校 も例に もれず 2年前、授業を受けようともせず、学習を妨害

し、平然 と校舎を破壊するような生徒が出、さらに他校生までが授業中に乱入 し、生徒を殴打

したうえ、教師にも暴力をふるうようなことがあった。さらに、高校入試に兵庫方式が導入 さ

れたが、
・それとて も生徒がいかに努力しようとも、また人間的にいかに優れた面をもっていよ

うとも10段階評価のパーセンテージで示さなければならないので、学力即人間の価値 と考え

る域を脱 しきれず落ちこぼれを防止する方途 とはなり得なかった。 したがって学力の水準は決

して満足する程の ものではなかった。

われわれ教師は、これ らの生徒ひとりひとりに目を向ける中で、意識的に彼 らとかかわ りを

深め、彼らを含むすべての生徒が自ら学びとるとい う積極的な態度を育てていく指導の必要を

痛感 した。すなわち「 教育 とは何か」とい うつきとめが十分なされることが必要であった。

さらに生徒ひとりひとりが、主体的、意欲的に学習にとりくむために も、学習集団その もの

の基盤の確立が何よりも大切になってくる。わか らないことがあれば、それを「 わか らない」

とはっきり言えること、そのような疑間をみんなで解決してい く中で、個人が集団とともに喜

びをみつけ、ひとりひとりが進んで学習に参加するような学級づくりをめざすことが重大な課

題 となってくる。

学級や班が準拠集団になると、成員は学級や班のめざす目的を達成するため努力するように

なるも学習面でいうと、他の意見から学びとる姿勢や、うまずきを正 し合い、励まし合って、

お互いの進歩を喜びあえる感覚をもった仲間の中でこそ学習意欲が高まり、つまずきや質問 も

安心 して出し合える。 こうした集団の人間関係は認め合い、支え合 う暖かい人間関係の もとで、

望ましい自己実現をはかる学習集団の中で徐々に形成され、学習活動の重要な基盤 となるもの

であると思 う。

(2)従来の学習指導 をみなお してみ ると、一方では協力や親切 を説 き、互いにそれぞれの人の立

-9-



場を理解 し合える望ましい学級の成長をねがぃなが ら、一方では、競争的、排他的にならざる

を得ないような学習体制が、しか も同じ教師によって、なん ら思慮 もなく助長 されていた。全

人的教育が叫ばれなが ら行なわれていたというこの事実をどうとらえるかとい うことである。

漫然 とした学習体制や形態の中では、あまりに も大切ないろいろの要素をわれわれ教師は見落

としているのではなかろうか。

また急激な高度成長をなしとげた日本の社会は激動する渦の中で巨大な社会機構は人間疎外

を生み、過多な情報は人間の主体性をなくし、多様イヒの波は価値観の混乱をおこした。その病

根は深 く学校社会に も持ちこまれてきた。 このような今 日的課題に対 して、日々の教育の営み

は無自覚な くりかえしであってはならない。常に生徒のあるべき姿の人間形成を念頭におき営

なまれていくものでなければな らないcゆ えに全領域を通 して機能的な教育方法論を確立 し、

質的転換をはかる必要が生まれてくる。

(3)私 たちはたくましく生 きるためには集団でないと生 きられないくせに、個を生かせば、相手

を排除し、否定 しようとする。いわゆる個と個、個 と集団の対立である。また個に徹すれば徹

するほど孤独になり、孤独をいやすために個性をもった相手を求める。個 と個、個 と集団の相

求である。まことに人間は矛盾に満 ち、理屈では割 り切れない、非合理的存在である。人間を

いかにして、知、情、意をあやつ り、 うまく生 きるために適応行動を学習させ、よく生 きてい

くための創造行為をや らせることができるか、矛盾 と非合理的存在の人間のある姿か ら人間で

あるべき姿に育てるべき教育の方法と場はどうあるべきか。  ‐

われわれが、このことに気づかなか った り、見のがして教育したりしていたことが、二年前

め本校の事象や生徒の姿にかかわっているのである。          |

矛盾的存在でありt非合理的存在である人間の心を爆発 させないで、教育の究極の目的であ

|る「あるべき姿Jの人間形成をはかるとすれば、どうしても統合・止揚の教育が必要になってく

る3すなわち、個と個、個と集団の矛盾や対立、相求をつきとめt相
=の

否定や連携を仲だち

とした価値葛藤を行い、一段と高い段階で統合止揚するのであるもこの教育の方法で自己自身

や集団を高めていくならば、集団の中で自己実現につながうていくことと思う。
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授 業 の 視 点

1 1ま  じ め に

一斉授業の形態は、明治か ら今日まで脈々として続いてきた。その形態から生じる「 落ちこぼ

れを防 ぐ方法 として、学習の個別イヒの試みや能力即応の試みが授業に取 り入れられたことがあっ

たが、それ らはいずれ も教育を全人的な立場からとらえ得ず、教育現場では充分な開花を見るこ

とができなかった6そ のため、いろいろな矛盾や問題点をはらみなが らも一斉授業は現在 も学校

で続けられており、それは今後 もとらざるを得ない授業形態であると考える。そして、それの持

つ欠陥や画一性を補 うために、小集団学習やバズ学習などの指導技術の導入がはかられることに

なってくる。

しかし、いかなる指導技術や方法をもってしても、それを受け入れその学習の成立を可能にす

るのは、統合され止揚 された学級集団である。過去における排他的傾向の強かった学級集団が、″

生徒のさまざまな問題行動 を生み出 してきた事実に目を向ける時、望ましい学習集団としての学

級の高まりをはかることは不可欠の条件である。それとともに授業その ものにも改善の手を加え.

バズ学習の導入をはかって授業の中で人間関係を統合、止揚する方途をさぐることも大切である。

以上のような観点に立って本研究集会のテTヤ に「 学級集団を高める中で、ひとりひとりの学習

の成立をめざす人間関係を基盤にした統合的教育の展開」を掲げた。テーマの一つの分野 と考え

られる学級集団の育成については、別冊「 止揚の教育J第 2部、第 1章 にゆず り、ここではもう

一つの分野である授業面における統合イヒと、それをめざして努力 してきたことの一部を授業の視

点 としてまとめ、先輩諸賢の御教示をいただきたい。

授 業 改 善 の 基 本 的 な 考 え 方

従来の授業の形態を想起 してみると、同じ教師が、学活や道徳 (同和)の時間には協調や協同

の必要性を説き、一方、教科の授業においてはll■ 位や席次を定め、競争の原理にょる授業の展開

に終始するという矛盾をはらんだものであった。つまり我々教師は、日前の成績の上下のことに

のみ意を用い、教育における教科の成績以外の大切な一面を見落 していたのである。そごで、学

習活動の基盤 となる学級集団の育成 と相まって、教科の授業についてもさまざまな矛盾を包含す

る各個人が、個人の持つ矛盾は矛盾 として認めながら、ひとりひとりの学習活動をより高い次元

で統合、止揚する必要が生 じてきた。

学習の統合とは、すべての生徒を同下線上に並べ、学習活動を展開 して後に生徒は再び同じ目

標の線上に並んで到達することを目指す ものではない。学級の学力や能力に差のあるそれぞれの

生徒が、出発点や到達点は異っても、従来の競争の原理から脱却 して協調の原理によって学習活

動を展開 し、教師の適切な指導 と生徒 と生徒の相互作用によって、各個人が落ちこぼれることな

く、自分で満足のできる到達度を得ることをねらっているのである。



指導 案 について

いろいろな観点から教材を分析し授業を組み立てる段階で、従来の指導案の形式では不備を感

じるようになったので、それについて次のように大幅な改正をすることにした。以下「指導過程」

の項にどのような事項の記載を意図したのかを簡単に述べておきたい。

①  「課題の構成・提示Jの項では、その時間の目標 (認知目標・態度目標)に 迫るためにどの

ような課題を設定し、それを生徒にどのような形で提示するのかを示した。困難な課題につい

ては、その課題を解決するために必要年下位課題を設定した。なお、それぞれの課題は、知識

の獲得 0理解 0習 熟など、いずれを目標にしたものであるかをも考慮して表わすことにした。

②  「 生徒の活動」については、準備・中心・確認の 3段階、個人思考・集団思考 (小集団バズ

)・ 全体思考 (全 体バズ)・ まとめの 4分節をふまえ、課題を解決するためのストラテージを

中心として、生徒が課題に対してそれの解決のためにどのような活動をするのかを示した。

③ 「留意点」の「認知的」の項には、認知目標を受け、課題について生徒が活動を展開してい

く中で、学問的な体系の考慮の上に立って学習する事項を記入した。

④ 「態度的」の項では、態度目標を受けて課題解決のために生徒が活動する中で、生徒のどの

ような態度 (傾向性)が養われ、また、養お うとしているのかを示 した。

⑤ 「基礎的 0基本的事項」では、その課題がその教科における既習事項のうち、どのような事

項が基礎になつて組み立てられたものであるかを表わし、また、その課零を解決することによ

って、生徒はどのような基本的事項を習得 していくのかを表わした。

⑥  「 教育機器の利用」の項では、課零の解決 をより確実なものにするため、また基本的事項の

定着をより効率の高い ものとするために、どのような機器を、どの場面で、どのような方■
で

使用するのかを示した。

⑦  「援助の仕方」の項では、生徒の活動をより挿発な

迫 り、授業の成立を図るために、教師がどのようなこ

るのかを示 した。

③  「学習効果の測定と目標達成状況の評価」の項では、認知目標の評価 0参加度の評価 0態度

目標の評価・ その学級の社会的関係の評価などを示した。それらは、ポーストテストによる学

習効果の測定や、学習のそれぞれの目標が達成されているかどうかについての教師の観察が中

,か になる。

ものにし、更に認知的 e態度的な目標 に

とが らについてどの ような方法で援助す

ィム o道徳 (同和)の指導案 も一応こ

ムや道徳 (同 和)の それになじむよう
以上は教科指導の場合の指導案の例であって、セブンタ

の形式で書き表わすことを基本にし、各項目をセブンタイ

にくふ うした。

授 業 の 視 点

① 教科の授業



一時間の授業の流れは、まず設定 された課題が適切であるかどうか、生徒の学習に対する参

加度はどうであるかによって左右される。

適切な課題を設定するためには、まず生徒を知ることか ら始めなければな らない。そのため

我々は生徒の知能 と学力の相関関係をとらえ、それをもとにして「 どのような手だてを構じ」

「 どのような歩みを続けJ「 どのような目標」をめざすのかを見極めることか ら出発 した。

また、教材 (題材)に ついても、プレテス トや事前調査によって、その教材の学習をするた

めに必要な基礎的事項の定着は充分であるか、また、生徒のその教材に対する興味や関心度 も

把握 してお く必要がある。更に、教師自身の充分な教材研究に。よって、その教材で指導する基

本的事項についても、おさえておくことが大切である。

つまり、生徒の実態の把握 と、その教材の研究によって、授業の流れを決める課題の設定が

可能になってくる。

その課題に対して、生徒の活動をより効率的にし、授業の流れを常に制御 していくのは評価

である。学力は認知 と態度によって高まるものであり、更にその上に人間関係を基盤にした統

合的教育をめざす以上、授業の流れの中における学習効果の演J定 と評価は、ただ単に学習結果

のみの評価にとどまらず、知的、態度的評価 とともに、参加度及び学級の社会的関係の評価 も

充分考えられなければな らない。

以上のようなことをふまえ、授業の視点として、次の項目を設定 した。

e一時間の目標を解決するための課題は適切であるか。

・ その課題に対 しての生徒の活動状況はどうか。

0基礎的・基本的事項のおさえが充分であり、その定着がはか られているか。

・教育機器が授業の効率イヒを促進するために役立 っているか。

0課題に対する評価は適切であり、次の課題への取 り組みに生かされているか。

②  セブンタイム

学校での教科の授業を支え、その成立を可能にするのは学級集団である。矛盾に満ちた各個

人をより高次元で統合、止揚 し、望ましい学習集団としての学級集団の育成をめざして、本年

度か ら特設のセブンタイムを実施 している。

生活バズでは一日の学校生活を反省 し、きびしく自己を見つめる中で個人の高まりをはか り、

更に学級の高まりにまで止揚 しようとするものである。また、生活バズは、何でも話し会える

雰囲気の中で、生徒の自己実現のはかれる場にすることも合せてその目標 としている。

復習バズでは「 教えられることによって覚える」「教えることによって覚える」ことを目標

に、その日の授業のまとめをし、問題点のフィー ドバックをはか り、集団思考を通 して基礎学

力の定着をね らっている。

視点 として次の事項を考えている。

0生活バズでは生活上の問題点を自分の問題 とし、また学級の問題として真剣に話 し合ってい

るか。

10復 習バズでは協力 して疑間点の解決をはかっているか。
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・ 各自が進んで話し合いに参加 しているか。また、自己実現の場となっているか。

③ 止揚 の時間

文部省の提唱する「 ゆとりの時間」を「 止揚の時間」として、毎水曜日の午後、第 5校時 0

正課 クラブの時間・ セブンタイムの計 130分 をぁてて試行することにした。 この時間の基本

的なねらいは、あるべき姿の人間形成の場 として、個人的学習と集団的学習の統合をはか り、

自主学習を通 して計画性 0創造性の伸長をはかることにあるも

教科の延長として設定されたコースの中から、生徒は自分の設定 した課題に合せてコースを

選定するため、この時間は学年の枠をはず した編成 となる。また、自主学習をね らいとするた

め、生徒が学習活動の主体者であり、教師はあくまで援助者である。

そのコTス は、学期 ごとに変更を認め、学期末には自己評価・相互評価をさせ、また発表の

機会 も設けることにしている。

視点として次のことを考えている。

・ 自分の選んだ課題に自主的に取 り組んでいるか。

・ めくまで自分の力でや りとげる努力をしているか。

・ 上級生・下級生の人間関係が うまくできているか。

5結 び

我々は従来からの一斉授業を見直 し、授業の改善をはか りながら、人間関係を基盤にした「 止

揚の教育」をめざしている。しか し、まだその歩みも緒についたばか りであって、見るべ き成果

はあがっていない。教案にも不備な点が多 く、授業面でもまだまだ未熟である。この研究集会を

機に多 くの先駆者からの御指導をいただき、それを糧 として、 1年後・ 2年後をめざして歩みを

続けたいと考えている。
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中学校の部:

1第■織持‐
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材

方一え

題
考

線路は続 くよどこまでも

1.(題材観)こ の曲はアメ リカ民謡 として世界の人 々に愛唱され親 しまれている曲で

あるが原曲はアメ リカの黒人の労働歌である。鉄道建設によ り西部開拓 の意気 に燃

える黒人の姿を合唱や合奏 により明るくリズミカルに力強 く表現す ることによ って

合唱や合奏の演奏技能を養 うのに適す る題材である。
2。 (生徒観 )生徒はすでにこの曲を聞き、生徒 のソЁヾ清にもよ く合 っているので とりつ

きやすいが、 リズムがあいまいであ った り、変声期のため、音程が ぐらつき、声 も

出 しに くいので十分に曲の感 じを表現す ることはむずか しい。 しか し器楽には意欲

的である。
3.(指導観)曲全体をいきいきさせてい るスキ ップの リズムについては既習曲「若い

力」で指導 したが徹底できなか ったのでここで再びとりあげ しっか り把握 させたい。

歌唱については、変声期のため、音域 に無理のないように二部合唱で指導 し、合唱

の技能を養いたい。またダイナ ミックな演奏をめざして合奏 させ ることによ り合奏

の技能を養 うとともにグループア ンサ ンブルによ り学級の仲間づ くりと音楽の生活

化を図りたい。

音 楽 科 学 習 指 導 多
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5.指導過程

課題の構成 0提示

課 題 へ の 取 り 組 み

生 徒 の 活 動
留

認  知  的 態  度  的

各パー トを思い置iし て演奏 してみよう

0器楽合奏

○班で話 し合 う

○どんな速さがよいか話 し合 う

○速度標語の意味について話 し合 う

○速度の演奏練習をする

○強弱変化につし
‐
てヽ話 し合 う

○強弱をつける方法について話 し合う

○演奏 して録音をきく
○演奏について話 し合 う

○レコー ドを鑑賞する

○次時の学習に対する指示を聞く

○強弱をつけた合奏練習をする

○運指に注意 し演奏 さ
せ る

○自分達の演奏 と レコ
ニ ドとの表現のちが
いを理解 させ る。

○レコー ドの表現 と特
にちがっていたもの

は何か考え させ る。
○曲の最初の標語か ら
理解 させ る。

○速 さのほかに発想的

要素を含んでいるこ

とを理解 させ る

OJを 1拍として速さ
をつかませ る

○強弱記号を参考に し

て考えさせ る。
O楽器の音 の加減 と数

のカロ減があることに

気づかせ る

○強弱をは っきり出さ

せて理解 させ る。

○曲の感 じが大きく変
わ ったことを理解 さ

せ る。
○曲想表現 に注意 して

きかせ る。

○よ く指揮を見て演奏

させ る
○理由を深 く考えるよ

うにさせ る

○できるだけ多 くの意

見を発表 させ る
○楽譜をよ く見て考え

るよ うにさせ る
○速度標語 になってい

る理由か ら考えさせ

る。

○感覚的につかむよう
にさせ る

○積極的に発表 させ る

○楽器によって方法を

変えるようにさせ る

○最初の音量に注意 し

て演奏させ る。

○できた喜びを味わせ

る

○学習意欲をつけさせ

る



組年無
指 導 者 教 諭 泥

3.指導計画 … ……… …… … … … ……… …… ……… …・ … …… …… 6時間

第 1次  合 唱 2時間

第 2次  合 奏 2時間 (本時分第 2時 )

第 3次   グループアンサンブル 1時間

第 4次   まとめ 1時間

4,本時の 目標

1.認知目標

2.態 度目標

豊

1.速 度標語や強弱記号をいか した豊かな演奏表現を工夫 し、

2。 す ぐれた演奏を聞き、鑑賞の能力を養 う。

1.み んな協力 し、音楽をつ くる喜びを体得 させ る。

合奏の技能を養 う。

学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価教育機器の利用 援 助 の 仕 方

○音符の長 さ、符

点 リズムに注意

させる。

○速 さと強弱の変

化に気づかせる

○速度記号と速度

標語をはっきり

区別させる。
01分間のJの速

さについて理解

させ る。
○イ 0/・ 〃・くこ
ついて理解 させ

る。
○笛は ピッチの関
係 によ り強 く吹

けない ことに気
づかせ る。

○/の感 じをしっ
かりつかませる

○速さ、強弱の変
化に注意させる

○使用する楽器
ピアノ、ハーモニカ
笛、けんばんハーモ
ニ カ、 アコーデ ィォ
ン、ォルガ ン、ベー
ス、エ レク トーン、
小だいこ、大だいこ

○テープ レコー ドで生
徒達 の演奏を録音す
る

○レコー ドによ りすば
らしい演奏 をきかせ
演奏表現を工夫させ
る。

○メ トロノームによ り

AllegrettOの速 さ

について理解 させ る

○テープ レコーダー

○生徒達の演奏 と比較

す るためすば らしい

演奏を レコー ドでき

かせ る。

○楽器の準備配置にう

いて指示す る
○生徒 の演奏 の録音を

とってきかせ る。
○レコー ドをきかせ る

○曲の速 さと音楽の表

情につぃて補足説明

する。

○強弱 の構成について

補足説明する。

○録音をきかせ る。

○レコー ドを きかせ る

○各パニ トが確実に演奏できている
か 。

○す ぐれた演奏をきこうとしている
か 。

○速度標語について理解できたか。

(発表 させ る)

O AllegrettOを 理解 して演奏 して
い るか (観 察 する)

○曲全体の強弱の変化 について理解
できたか (発表 させ る)

○みんな協力 して演奏 しているか

○ダイナミックに演奏できるように
なったか、どの点が不十分だった
か録音をきいてたしかめる

方 と 援 助 ・ 指 導

意     点

曇案認事項



案才旨

作図の基本

1。 (題材観)図形の学習における論理的な見方・考え方ができるためには正確な作図

が書け、は じめて可能である。そこでコンパス、定規を正 しく使 った操作活動を通

して、作図をする場合の点の位置の決定の重要さを知 り、図形の基礎的概念を習熟

するのに適 した題材である。

2.(生徒観)Jヽ学校では関形を直観的獅作的な見方・考え方で扱っているし、また、コンパ

ス、定規、分度器等を使って基本的な図形を作図すること1ま 学習しているが、まだ

十分に使いこなすまでに至っていないのでこの点に配慮 して指導 したい。

3.(指導観)そ れらより発展的にさせるため、定規、コンパスの用い方をはっきり指

示 し操作を通 じて、基本的な作図ができるようにするとともに、図形はどのような

条件を満たす点の集合かという観点に立 った見方ができるようにさせたい。また、

用語やその用
・
い方に慣れさせ論証的な考察への準備としたい。

課 題 へ の 取 り 組 み

生

・

徒 の 活 動
態  度  的

角を書いた
黙 想

て考えよ う。

学数 科 学 習

1.題  材

鷲 考 え 方

5。 指導過程

○角を書いた紙を折って角の二等分線の
意味を考える。

角の二等分線上の点をコンパスだけ用いて求めることによ
ぅて角の二等分線の引き方を考えよう。

手順をグループで話 し

○グループ毎に発表 し、全体で検証 し、
角 の二等分線の引き方を知 るL

{2)直 線上の点か らの垂線の引き方を考
え る。

○作図 した理由、手順をグループで話 し
合 う。

○グループ毎に発表 し、全体で検証 し、
直線上の点からの垂線の引き方を知 る。

○コンパスを用いて問題 の作図に取 り組
む。

○グループで相互評価する。

留

○作図 した理由、
合う。

頂角の点は決 まって
いるため、 もう 1つ
の点の決定の重要 さ
に気づかせ る。

○長 さの等 しいことは
定規でな くコンパス
を用いて作図す るこ
とがで きることに気
づかせ る。

○求めた点が正 しいか
どうか重ねた り折 っ
た りして確かめる。

○角の二等分線の作図
の手順は どうであれ

。讐虚 霊 晴 斎 揚 違 計

も記号で書けること
を知 らせ る。

○直線上の点か らの垂
線の作図 も角の二等
分線の引き方の応用
であることに気づか
せ る。

○角の二等分線の意味

を知 り、記号を用い

て書 けるようにさせ

○こ線をひくためには
2定点が必要であり

01節 2項を思い出させ、

角の二等分線を記号
を用いて表わすよう
にさせ る。

○他のグループの発表

を真剣に聞き不足 し

ていることがあれば

補わせ る。

○直線は平角であるこ

とに気づ くことによ

って興味をもって取

り組 ませ る。

○学習 したことに気を

つけなが ら問題の作

図に取 り組むように

させ る。

課題の構成 `提示

*14-

認  知  的

(1)角 の二等分線上の点をコンパスだけ
用いて求める。

学習 したことをもとに してプ リン トの問題を作図 してみよ



組年

指導者 教 諭  井 端 保 夫

指導計画… … … … …… … … … …… …… …… … … … …… … … … ‥ 3時間
第 1次  角の二等分線、直線上の点からの垂線の作図      1時 F85(本 時分)

第 2次  垂直二等分線、直線上の点からあ垂線の作図      1時 FH5

第 3次  条件を満たす点の集合 1時間
本時の目標

1・ 認知目標  コンパス、定規だけを使って基本的な角の二等分線を作図し、それが正しいかどぅか
操作的に確かめたり、応用できる能力を伸ばす。

2.態度目標  コンパス、定規を正しく使って正確な作図ができくょうにお互いに協力し合ぃ課題に
取り組む態度を養う。

学 習 効 果 の 測 定 と

目標 達 成 状 況 の評 価
茉 謁 事項  1 教育 機器 の利 用 援 助 の 仕 方

○角の二等分線線
をとの 記号を用
いて書かせ るe

O直線をひ くため
には 2定点が必

要であることを
確認 させ る。

○定視は線をひ く
ときのみに、長
さはコンパ スを
使用 させ る。

CFの記号の意味 |え させる。
と用い方をわか

らせ る。

等の異 なった作図をみ
つけαPで提示 しt考

相互評価できるように

解答を αPで提示する

1角 を書いた紙を渡 し角
の二等分線につぃて考
えさせ る。

机間巡視する

9コ ンパ スを使 って点
の位置を求め るのに

困 ってぃ る生徒には

具体物で知 らせ、考

えさせ る。

説明 しやすいょぅに必

ず コンパスのあとを残
させ る。

机間巡視する
○作図できない生徒 に

は直線は平角である
ことに気づかせ る

学習 したことが分るよ
うに角の二等分線、直
線上の点か らの垂線の

引き方を書ぃた図を提
示 し、取 り組 ませ る。

角の二等分線の意味が分か り、記号
を用いて書けたか。

○コンパ ス、定規を正 しく使用 して

角の二等分線上の点を求めよ うと
しているか。

自分の考えを班員に述べようとして
い るか。

積極的 :1話 し合いに参加 し、解決 し
ようとしているか。

角の二等分線の引き方が応用できた
か 。

角の二等分線の作図の仕方を理解 し、
そのことを用いて、問題の作図に取
り組んでぃるか。



1.題   材   音楽や詩の印象を構想画にしよう。

2.考 え 方   1。 (題材観)美 しい詩や音楽には心打たれるものが多い。その感動をすなおに自由な

色・形 に表現できる本題材は絵画に対する抵抗をやわらげ、学習意欲を高め、創造

的な自己表現ができるよい題材である。

2.(生徒観)写実的な作品こそ至上のものと考えている反面、抽象作品に関心が深く

親 しみを感 じているようで、それぞれの生活経験とむすびつけた感想もとび出して

くる。

3.(指導観)共同制作を通 して、四名、協力しあって一つの作品を確実に一歩一歩す

すめてい く過程の大切さと、お互いを認めあえる温かい人間関係が深められるよう

指導するとともに、イメージにふさわ しい技法を身につけるよう指導 したい。

5。 指導過程

美 術 科 学 習 指 導 多

-15-

課題の構成 ,提示

課 題 へ の 取 り 組 み

生 徒 の 活 動
留

認 知 的  1 態 度 的

○構図はこれでよ |｀ |○ 画面 をちが った面か ら見なおす。

か 。

○色彩はこれでよい |○ 誰がどこを どう描 きすすめるか、 確

か 。 認 しあ う。

／
ノ

ー

ー

ミ

く
り
か
え
す

制 作 活 動
た
　
え
　
ず

ヽ

１

１

／
換
＞

交
評

見
批

意
Ｃ

|の 反省すべきことは何か、どうすすめ
| るかメモする。

○道具の準備の確認

巽81r I」をすなおに牛らえてみ|う。

考えなが ら、描き、適確な表現方法をさぐり出す。

次時の方向について、理解 しあう。

○画面構成が作品の 出

来、不出来を左右す

ることに気づかせ る

○部分の技法 にとらわ

れず、常に全陸 見

なが ら描 くことの大

切さを理解 させ る。

○ひとりひとりのもっ

ているよい描写力を

ぃか して、作品を高

め るように進めさせ

る。

○完成作品を頭に描 き

なが ら、制作す るよ

うにノ色`がけさせ る。

○他の意見にすなおに

耳をかたむける姿勢 l

意 見 を吟 味 し、 自

分たちの作品にとり

入れ る態度を養 うよ

うにす る。



震 (1年 3組 )

指 導 者 教 諭  藤 本 清 子

3.指導計画 … … … … …… ……… …… …… …… ……… … …̈ …… …12時間

第 1次   シャガール他抽象作品の鑑賞          2時 FB5

第 2次   ビパルディの｀
四季 、を聞き、印象の表現    2時 間

第 3次   テーマ決定 (グループ毎)、 深めあう       2時 間

第 4次  制作 6時間 (本 時分第 2時 )

4。 本 時の 目標

1.認知目標  音楽・詩それぞれから受ける印象を適確に表現する創造的能力を体得させる。

2.態度目標  たえず、意見交換を くりかえしながら、問題意識をもって制作を進める態度を育てる。

方 と 援 助 ・ 指 導

意 点
学 習 効 果 の 測 定 と´

目標 達 成 状 況 の 評 価
項事的

的
礎
本

基
基 教育機器の利用 援 助 の 仕 方

ビバルデ ィの｀
四季

を静かに流 し、制作

ムー ドをもりあげる
○イメージをすな

おに表現する。

○意見交換時にイメー

ジをかいたαPを利

用 させ る。
○完成作品よ りも

制作過程を大切

にする態度に留

意する。

|

|

10参考作品の掲示

○机間巡視でア ドバイ

スする。

○適確な表現の工夫が

あれば全員に掲示、

意欲を高める。

他グループとの進度の

差を気にせず、 じっく

りな っとくのい く需J作

をすすめるよう、 うな

がす。

○前時に描いた作品を見て、作品は

未熟でも努力したことのよさを見
い出しているか。

○人の意見をすなおに聞いたか。

○積極的に意見をのべたか。

○イメージにふさわ しぃ表現ができ

ているか。

○自分の考えが表現上、生かされた

とい う満足感が味わえたか。



1.題
2.考 え

材

方

天下統一へ の動 き

1。 (題材観)16世 紀後半の比較的わずかな年数であるが、信長、秀吉によって天下

統一がされた跡をたどる。信長、秀吉の生き方を学習することは、将来ひとりひと

りの置かれた境遇と戦いながら、その前途を開拓 していく時の参考になる有意義な

題材と考える。

2.(生徒観)生徒は信長、秀吉のことを小学校で学習しているが、それぞれどんな方

法で、どんなに苦 労 して天下を統一 したか。また実権を握 ってどんな政治をしたか

については知 っていない。

3.(指導観)統一事業の具体策のうち、特に楽市、楽座、検地、刀狩 りなどは文章、

史料を通 して十分に把握させたいι異質文化との出会いと、対応が全世界的に展開

された時代であり、この時期が歴史の転換期にあることをおさえ、江戸時代の封建

制の土台づくりにつながることを明確にしたい。

課 題 へ の 取 り 組 み

態 度 的

〇肖像画か ら受ける印象も含めて、個人

で考えて、全体で確認 し、まとめる。

社 会 科 学 習 指 導 多

○印象をすすんで発表

させ る。

課題 の構成・ 提示 留

なぜ戦国大名は全国統一をめざして守い 、京都へ上
るのか、その原因について考えよう。

大名は誰か、
標に したか、
える。

とめる

○信長の処世術、性格を理解するため の

芝流免題危兵ちことに焦点を合わせて
考え る。

○信長が京都 に上 ることのできたの

はプ
=ヨ

ぎか。
O信長に対する三大敵対勢力にどう

対処 したか。
Oな ぜ信長は暗殺 された力ゝ

○個人思考 し、プ リン トに記入す る。

班 で話 し合い、検証する。
全体で検証 し、まとめる。

学習 したことを確め、次時 の準備課題を確認 しよう

○班内で確かめながら要約を確実にし、

プ リントに記入する。

国
目
考
る
し

醐
盪
れ
村

力
こ
な
思
で

有
る
し
人

の
上
に
個

時
に
と

・
・

当
都
も

○ なぜ京
資料を

○数多い戦国大名の中
で天下統一を最初に

な しとげた理由の一
つとして信長の進歩

性や新 しさを理解 さ

せ る。

○信長に対する三大敵

対勢力 (室町幕府・

戦国大名 ,一向下揆

とその対処について

理解 させ る。

○信長の冷たい性格 も

原因の一つと思われ

るが、下剋上の世の

中であることを理解

させ る。

○班内での相互作用を

通 して、同一視の思

考過程をふませ、必

ず一回は発表 させ る

○全員が活動 し、積極

的 に発表するように

す るg

摺
矮姓
難
は
』

○ に
ち

で
い
た

「り
た
中

て
も

が
分

の
し
を

と
自
会

か
度

こ

社ヽ
生
態

た
け
や
に
な

し

つ
活
的
う

5.指導過程

-16-

生 徒 の 活 動

信長について知ってい
メ
ることを話 し合 ってみよう。

信長は天下統一 の事業をめざ したが、なぜその事業

が挫折 したのか考え話 し合お う。

認  知  的



護 (1年 4組 )

指 導 者 教 諭  高 醸 忠 賞

3.指導計画……… ……… …… …… … ……………………4時間

第 1次   ヨーロッパ人 の来航

第 2次   戦国大名 と信長の動き

第 3次   秀吉の検地 と刀狩

第 4次   日本町、安土・ 桃山文化

4.本時の目標

1.認知目標  ○戦国大名の全国統一への動きを理解させる。

○信長の天下統一の事業が挫折 した原因につぃて理解させる。      f
2.態度目標  ○学力のおくれているものは積極的に自らの手を差 し出し、すすんでいるものは手を

差 しのべて、同一視の思考過程をふませ る。課題 に対 して一人 ひとりが思考 し、全

員発表 をさせ る。

1時間

1時間 (本時分)

1時間

1時間

方 と 援 助 ・ 指 導

ユ思 点
学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価
項事

的
的

礎
本

基
基 教 育 機 器 の利用 援 助 の 仕 方

○戦国大名の天下

統一への歩みを

理解 させ る。

○信長の天下統一

への動きをたど

る。
○信長の政治の特

色は何かを理解
させ る。

0信長の事業が挫

折 した原因をわ
か らせ る。

OIEP、 SLで 学 習目

標の確認 と興味づけ

をす る。

○全員が発表するよう

に指示する。
0信長 の衣服について

注意するよう指示す

る。

αPで よ くわかるよ

うに群雄割拠の姿を

知 る。

0田ミ SLで信長罐

格を知 るため一向一

揆信長公記をみる。

(部分 )

○信長の性格をあらわ

す「鳴かぬなら殺 し

てしまへ時鳥」の歌

からも気づかせる。

OIEPで次時課題の確

認のため「検地のよ

うす」をみる。

○個人思考する時、 自分のことばで

まとめ られたか。

○戦国大名の中で、実力のあるもの

が、京都への進出を企てた理由とそ

の行動の しかたについて理解 した

か 。

○班内で話 し合いする時、協力 して

共通する考え方や方法でまとめる

ことができたか。

○信長のはげ しい性格や手 腕を理解

したか。各 自の将来の生活を切 り

開いてい く上で参考になったか。



一

　

ち

・ノ導指習学科育

1.

2。

題  材

考 え 方

バ スケ ットボール

1.(題 材観)バスケ ッ トボールは、スピー ドと変化 にとんだ動 きの中か ら 5人 がそれ

ぞれの攻撃、防御 の役割を正 しく的確に判断 し行動するスポーツであるのでチーム

ワークをとり協力の精神を養うのに適 している。

2.(生徒観)1年 の授業でバスケ ッ トの内容はある程度理解 している。 しか し、基本

的動作こ コンビネーシ ョンプ レーは未熟で、的確な判断力、行動力はできていない。

3.(指導観)全体の動 きの中か ら的確な行動力、判断力を身につけさせ コンビネーシ

ョンプ レーの大切 さを、 VTRを 通 してわか らせ る。

また、グループで、組織だった攻防につぃて理解を深めていきたい。

課 題 へ の 取 り 組 み

認  知  的 態  度 的

バ スケ ッ トボールに必

要 な筋力、敏 しょう性、
瞬発力を強化 させ る。

体力強化にグループで

協力させ る。

フェイ ン ト、 ピボ ット

でディフェンスを くず
し、判断よ く、的確 な
パ スを出させ る。

他のグループのプ レー

を見て互いにア ドバイ
スを させ る。

各 自のプレーを、ⅥPR

を見ながら、話 し合わ

せる。

心身の整理ができるよ

うにさせる。

各自の動きを思いおこ

させ、積極的に話 し合
いに参加させる。
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5.指導過程

課題の構成・ 提示
生 徒 の 活 動

轟蕃運動基しよら:|´

○ランニ ング、白鷺体操、補強運動をす
る。

○グループでパ ス、 ドリブル シュー トを
行 なう。

カ ッ トイ ンプ レ ー を 学 ぼ う

1。 VTRを 見よ う。

2.2対 1の攻防をや

ってみよう。

3.2対 2の攻防をや

ってみよう。

OVTRを 見てカ ッ トインプ レーを学ぶ

02対 1、 2対 2の カ ットイ ンプ レーの

攻防を練習する。

○自分たちのプ レーのVTRを 見る

本 時 の 整 理 を し よ う

学習 したことが らを確

認 し、次時の学習課題

を知 る。

○ボールを収納する。
○整理体操をす る。

グループで 2対 1、 2対 2の攻防について

話 し合い、次時の 3対 1、 3対 2のプレー

を VTRで 見る。

留

2対 1 2対 2



耗 (2年 :組 )

指 導 者 教 諭  宮 下  徹

3.指導計画…… … … ………… … … … …… …… …… ……… … …… …8時間

第 1次  連続パスからのシュートと速攻のしかた。    2時 間

第 2次   カ ットインプ レーによる攻防 3時間 (本 時分第 1時 )

第 3次   カッ トイ ンプ レーと、ゾーンディフェンス、マ ン 3時間

ッーマン、ディフェンスによるゲーム

4.本時の 目標

1.認 知目標  カットインプレーにおいて的確な動きを身につけ行動する判断力を養わせる
・
6

2.態 度目標  カットインプレーの攻防をVTRで 確認 し、グルTプで真剣に検討する態度を養 う。

方  と 援  助

′思

ヒ
日 導

点

学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価
項事的

的
礎
本

基
基 教育機器 の利用 援 助 の 仕 方

カ ッ トイ ンプ レー

の連 けい動作

ドリブルの力

ブシタト}の使し坊

的確な判断力

本時の中心課題をV
Rで学ばせる。

チームプ レーを VTR
で見せ、動きを学ばせ

る。

次時の中心課題をVTR
で指示する。

黒板を利用 し、連けい

動作を指示す る。

リターンパ スの的確な

位置を指示する。

機械的な動きになって
いないか注意す る。

軽 く汗ばんだ状態になっているか、
ボニルが 自分の身体の一部 としてプ
レーで きているか。

2対 1の攻 防でディ
ことができたか。‐

2対 2の攻防でディ
ことができたか。

ンスをぬく

ンスをぬく

カッ トイ ンプ レーの必要性が理解で

きたか。



多

1.題  材

2.考 え 方

5。 指導過程

体 育 科 学 習 指 導

バスケットボール

1。 (題材観)バスケ ッ トボールはスピー ドと変化のはげ しい動 きの中か ら 5人 がそれ

ぞれの攻撃、防御の役割を正 しく的確に判断 し行動するスポーツである。 また生徒

は運動量の大きさと、自分の投げたボールがゴールに入 る時のそう快 さを味わい、

意欲的に取 りくむ態度を養成するのに適 した教材である。

2。 (生徒観)1年 生で 1対 1の対人プ レーは、できるようになっているが、チームと

してのコンビネーシ ヨンプ レーは未熟であ り、的確な判断による行動はできていない志

リーダニがクラスの核 となぅて、皆をよくまとめてはいるが、更に積極的な行動が

ほ しい。

3。 (指導観)攻撃や防御に組織だった戦略や戦術が要求 されるスポーツであることか

らチームヮークの大切さ、正 しく的確な判断を身 につけさせ るとともに、ここでは

コンビネーシ ョンプ レーの基礎 とな るカ ットイ ンプ レーを使 っての攻防の しかた及

び、自分達でゲーム運営ができるよ うに したい。

課 題 へ の 取 り 組  み

認  知  的 態 度 的

留

○ィヾスケ ットボール |

必要な筋力、敏 し

う性、瞬発力を強イ
させ る。

○プ レーを各 自イメ

ジ化 させ る。

○フェイ ン ト、 ピボ

トでデ ィフェンス

くず し的確なパ ス

させ る。

Э体力強化にグループ

で協力 しあう。

○他のグループのプ レ

ーを見て互いにア ド

バイスをさせ る。

○各 自の動 きを思いお

こさせ積極的に話 し

合い に参加 させる。
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課題の構成・ 提示
生  徒・ の 活  動

○ランニ ング、白鷺体操、補強運動をす

る。
○グループでパ スt ドリブルシュー トを

行 う。

VTRを 見よ う 19VTRを 見てカ ットイ ンプ レーを学

2.2対 1の攻防をや

ってみよ う。

3.2対 2の攻防をや

ってみよう。

02対 11 2対 2のカットインプレーの攻防

を練習す る。

○ボールを確実に集納する。
0整理体操をする。
Oグループで 2対 L、 2対 2の攻防につい

て話 し合い、次時の 3対 1、 3対 2のプ

レーをVTRで 見る。

準備、補強運動を しよう

`

カ ットイ ンプ レーを身につけよ う。

:本 時 の ま と め を し よ う



:(2年 :組 )

指 導 者 教 諭  埴 岡 洋 子

3.指導計画 … ………… …… …… … ………… …… ……… …… …………08時間

第 1次   連続パスからのシュー トと速攻のしかた。    2時 間

第 2次   カットインプレーによる攻防          3時 間 (本 時分第 1時 )

第 3次   カットィンプレーとマンツーマンディフェンス、 3時間

ゾーンディフェンスによるゲームと審半」のしかた。

4。 本時の 目標

1.認知目標  フェイントやピボットを使ってディフェンスをくず し、的確なパスをさせる。

2.態度目標  課題に真剣にとりくみ、グループで協力 しながら技能を高めようとする態度を養 う。

方 と 援 助 ・ 指 導

立思 点
学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価
項一睾

的
的

礎
本

基
基 1 教育機器の利用 援 助 の 仕 方

○カットインプレ|○ 本時の学習課題をV
―の連けい動作I TRで 指示する。

ドリブルの力

=子

‰崎

○次時の学習課題を

VTRで指示する。

○身体の前方で ドリブ

ルをするように注意
´
す る。

○リタニ ンパ スの的確

な位置を指示す る。

○ディフェンスの動 き

をよく観察 させ る。

○軽 く汗ばんだ状態になっているかな

○ボールが自分の身体 の一部として

プ レーできてぃるから

2対 1の攻防でディフ三ンスを
ぬくことができたか。

2対 2の攻防でディフェンスを
ぬくことができたか。

○話 し合いに積極的に参加できたか。



英 語 科 学 習 指 導 :

1.題   材   Lesson13  ChriStmas Presents

2.考 え 方   1.(題 材観)Will you～ ? how to～ 。Shall I～ ?の表現を学習し、

より幅の広しヽ言語活動に発展させ るとともに、「人FE5の思いやりの大切さJを学ば

せるのによい題材である。

2.(生徒観)物語なので他の教材よりも興味を持って読むことができ内容もつかみや

すいと思 う。新しい表現もpairで練習 しやすい。

3.(指導観)Will yOu～ ? how to～ 。 Shall I～ ?の 表現に習熟さ

せるために 2人 での問答を集中的に行わせたい。

○内容把握のコツをつかむために、どこに重点をおいて聴 くべきかを示 したプ リン

トなどで把握の仕方を学ばせたい。

5。 指導過程

課題の構成 提 示

課 題 へ の 取 り 組 み

生 徒 の 活 動

留

認  知  的 態  度  的

前時に習った表現を思い出そう。

OWill you― ?の 問答を練習す る。

Will yOu― ?は 上げ

調子で読む。

日本語を頭にうかべず

に表現 させ る。

gold combの音に注選

〔oO    ヒ慮
紬かい事よりも文の流
れに注意する。

ていねいに頼む気持が

が出るようにする。

大きな声で積極的に練

習する。
(こ の時間にこの表現

を身につけるんだとい

う気持で。 )

正 しい音調で しかもは

っきりと大きな声で読

むようにする。

班での積極的な発言を

す るようにする。

新 しい表現 how toを学び本文

の内容を聴 きとろう。

○英語での説リ

O how toの 霧

○絵を見て日豆

(塗

o pairで絵巧

〇新出語を学』

○本文を聴 き″

Reatting (′

内容を問う饗

文法的ポイ ン トを確認 しよう

○ もう一度絵ζ

O文法的ポイ :

]を きき意味を予想す る。

a現を理解す る。

貢で反復練習する

〕体→班→ pair)

を見ないで自由練 習する
・
。

↓
表現

ヨ容のポイン トをつかむ

(メ モする)→確認

全体→班→個人 )

彗間に答え る。

l

2見てhow toの 文を言うの

/卜 を各自がまとめる。
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案

指 導 者 教 諭  上 垣 泰 博
3.指導計画………… ……… … …̈…… ………・……̈ … ………… …̈04時間

第 1次   Will you― ?の表現の学習。Partl内 容把握  1時間
第 2次   hOw t。 の表現の学習。   Part2 ″

第 3次   shall I― ?の表現の学習。 Part3 〃

第 4次   Part(4)の 内容把握 と復習。

1時間 (本 時分 )

1時間

'1時間
4.本時の 目標

1.認知目標  o how t。 「～の仕方」を用いた表現 (疑問→応答も含む)に 習熟させる。
・

○内容は場所、時、人物、会話などに重点をおいてつかませる。
2.態度目標  英語の表現を 日本語を通 して理解するのではなくそのまま直接動作や情景などに

結びつ くょうに努めさせる。

方  と 援  助 指  導

学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価

%tt you -?
Alt right

Sorry.

hOw tO～
「 ～の仕方 J

文の流れがつかみ

とる事ができる。

点意

茉 認事項

~1 
教育機器の利用 援 助 の 仕 方

前時の表現をょり定着
させるためにOHPで
まとめたものを示す。

(テ ープ レコーダー)

初めはゆ っくりとした
ス ピー ドで音を流す。

ポイ ン トの姜約を印象
づけるためにOIPで
示す。

英語だけの説明で不充
分な時は日本語を少 し
入れ る。

机間巡視で適切な助言
をする。

なににポィ ン トを置い
て聴 くべきかのプ リン|
卜にメモさせ る。

絵をみてす ぐ英語で表現できたかゃ
らせてみる。

活肇||ペ アーで練習できてぃるか。

内容のポイントが正確に把握できた
か。

各自が文法的ポイントを要約 して言
えるか。



多国 語 科 学 習 指 導

1.

2.

材

方え

題

考

堀池 の僧正 (「 徒然草 Jか ら)

1.(題材観)○ わが国中世文学の一代表である随筆「徒然草」から原文で読みやすい

ものを取 り上げ、それぞれ友人の考えがよく表わされており、また十分に今日に通

ずる現代的意義をもつものである。このような味かい深い文章に接 し、読解鑑賞の

力を高め、古典への興味、関心を深めるために適 した題材である。

2.(生徒観)○ 二年生のこの時期になると、社会科学習などの影響もあり、古典の時代

に対する認識も深まり、季節的な文化行事との関連においても、文化遺産に対する

関心に目を開いてきている。こうした時期に古典学習にはいることは当を得ている。

3.(指導観)○ 全文文語文という文章は初めてであり、その余韻ある洗練された表現

に親 しみ、そ こから自分自身の物の見方、考え方、そしノてその表わし方など自らを

育ていく態度をつけさせたい。

5。 指導過程

課題の構成・提示

課 題 へ の 取 り 組 み

生 徒 の 活 動
留

認  知  的 態  度  的

「堀池の僧I

1作 者は何をいま

?ま雪夕見通しをたて
|

1学 習 したこど

つプ リン トで提示

二Jを読み、大意をと
,え

よう
 |

どういう問題が中心になるか、解決の
ための方法、考え方をみつけよう。
そのために次のことに焦点を合わせて
考える。

僧正のあだなは 2

たか。
それぞれのあだ4

因は。
このあと、 まだ、
れるとすればどメ
だろう。
結局あだなの消え
か 。

○個   ノー トに書 く
グループで話 し合い検証する。
発表する。
まとめ

全体で検証する。

二が らを確かめよう。

O ILl人 でとりくむ
○グループで話 し合い確認する。
0次時の学習に対する指示を聞 く。

:ど うかわっていっ

:な につけられた原

ゴ、あだながつけ ら
lん なあだなになる

えることはあるだろう

読みまちがいを正 しな

が ら、正 しい読み方を

高めてい く。

忠実な全訳を求めるの

でな く注を参考に して

大意 をとらえさせ る。

文末が「 けり」 と「 け
る」 とあることか ら「
ぞ一ける」 とい うきま

りがあることに気づか

せ る。

あだなの真の原因はど
こにあるのかを考えさ
せ る。
自分のおこりっぽさに
あることに少 しも気づ

かず形の上での原因だ
けを追 ってい ることに

気づかせ る。
一体何が中心なのかを
考えその中心をさらに

深 く読みとらせ る。
現代 に通ず る寓話であ
ることに気づかせ る。
話のお もしろさはどこ
にあるのかをとらえさ
せ る。

ひとりのこらず積極的
にとりくもうとする態

度をもたせ る。

繰 りかえ し読み、注を

参考にすれば意外にわ

か りやすいことを体験
させ、意味をたどって

開拓 の喜びを味わせ る。

読みとった主題を自分
の生活や社会の中で具

体的に考える態度をも
たせ る。

教師の指名をまたず、

自主的に考えて、話 .し

合 い、発表 させ る。
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撃 (2年 4組 )

指 導 者 教 諭  山 本 亀 夫

3.指導計画…… …… …… ……… …… ……… …… ……… …… …… ‥… 4時 FEE

第 1次   「徒然草」につぃての知識をまとめる      1時 間

第 2次   「雪のおもしろう降 りたりし朝」を読んで    1時 間

第 3次   「堀池の僧正」を読んで           1時 間 (本時分)

第 4次   「八つになりし年」を読んで         1時 間

4.本時の 目標

1.認知目標  ○注を参考にして原文を読ませ、古典の調子になれさせるとともに、話の展開、筋

道を読みとらせる。

2.態度目標  ○課題に対 して、ひとりのこらず自分の考えをまとめさせ、喜んで学習に参加させ

る。

○全員活動、全員発表をめざして自主・積極性を養 う。

方 と 援 助 ・ 指 導

土思 点
学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価
一項一中手

的
的

礎
本

基
基 教育機器の利用 援 助 の 仕 方

歴史 かなづかい
ハ行 の音は ヮ行の

音 で発音
古文 に読みなれる。

要約技術の巧拙は
問題にせず大体の

意味の把握の しか
たをつかませ る。
初歩的な文語文法
を理解 させ る。

国語文 との相違 に

気づ く

作者の問題意識訴
えているものは何
か。

問題解決 のために焦点
を 0三 Pで示 し考えさ
せ る。

まとめを O II Pで 提示
し確認 させ る。

歴史かなづかい、こと
ばづかいな どの抵抗を
とり去 る。

全員が発表す るように

指示

話 し合いの進め方に注

意す る。

深化、拡大が うわすべ

りにな らないよ うによ

く聞き、見て、話 して

行動化できるようにす

る。

問いかえ し、ゆさぶ り
をかける。     ・

机間巡視

補足、修正する。

文語文の読み方は次の観点で評価 さ
せる。
ことばの調子、 リズム感、なめ らか
さ、間のとり方、 くぎり方、抑揚、
速 さ

自分の考え、意見がはっき
か。
協力 して共通する考え方、
とめることができたか。

た

　

ま

え

　

を

言
口
　

法

り

　

方

作者や作中の人物のものの
｀
見方、考

え方、感 じ方が理解できたか。

音読や朗読を通 して古文の調子にな
れたか。

何を学びとったか、どの部分が不十
分であったかがつかめたか。



英 語 科 学 習 指 導 身

1.題   材   Otoko― san and the Straw Coat

2.考 え 方   1.(題 材観)本課は秋田地方に伝わる民話の英語版である。いたずらっ子の生き生き

した姿が描かれている。ある程度まとまったス トーリーを持つ物語 りを読みとり、

英語のおもしろさを味 わわせて英語への関心を、高めるのに適当な教材である。

2。 (生徒観)三年生後半になると、生徒は基本的な構文を殆んど学習し、英文の物語

を理解できる段階になっている。外国に関する事象は今 までにも習っているが、日

本の民話は始めてなので興味をもって学習すると思われる。

3.(指導観)平易な表現で内容が理解 しやすく、ユーモアのある場面を活かすため、

細かい文の構成を前面に出さず、できるかぎりA_udiO― Visualな 取扱いにし、表

現能力の充実をはか りたい。

5。 指導過程

課題の構成 。提示

課 題 へ の 取 り 組 み

生 徒 の 活 動
留

認  知  的 態  度  的

前時の学習ポイントを確認 しよう

tooO… to～の構文を

学習しよう。

○前時の物語を思い出す。
○班で話 し合い、要点を発表す る。

個人→班→全体

○絵を見なが ら英文を聞 く。

O tooO… to～の構文を学ぶ

○班で練習する

○新出語を学ぶ

○本文を聞 く

○テープのあとについて読 む。

○本文の意味を考える。(個 人 )

O too～ to…の文を作る

O Part3の 内容につい|て 間答す る。
○次時への連絡

Part3の 内容を読みと

as s_oon as.

tell～ to…・の文を

作る。

nearingに よ り内容

を理解 させ る。

soへ′that・ …

cannOtの文 と比較す

る。

意味 と発習回竃月に注

意 させ る。

イン トネーションに気

をつけさせ る。

本文の意味を理解 させ

る。

Phraseに気をつけて

読 ませ る。

すすんで文を作り解 ら

ないところを質問 しよ

うとする。

注意深 く聞かせ るよう′

にする。

新構文に言い換えよう

とす る。

正 しい発音 に近づけよ

うとす る。

積極的に話 し合い個人

のあやふやな点を明確

に しようとす る。

nativё  speakerの 読

みに近づけようとする

積極的に答えようとす

る。

-2t-



こ (3年 1組 )

指 導 者 教 諭  是 り|1 治

3。 指導計画 … ……… ……… …… …… ……… …・…… … … ………・…… 6時間

第 1次   Rrtl                    l時 FEE

第 2次   Part2                     1時 間

第 3次   Part3                   1時 間 (本 時分)

第 4次   Part4                    1時 間

第 5次   Par t5と まとめ                2時 間

4。 本時の 目標

1.認 知目標  O Part3の内容をよみとり、そのおもしろさをとらえさせる。

○し00～ tO¨・の構文を so～ that… 。cannotの 言いかえとして学ばせ、そfの用法

の習熟をはかる。

2.態 度目標  課題を自分たちで解決する過程で、物語のおもしろさを理解させ、英語学習への興

味と関心を高めるようにさせたい。

方 と 援 助 ・ 指 導

意 点

学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価
項事的

的
礎
本

基
基 教育 の機 器 の利用 援 助 の 仕 方

as soon as.
tell～  tO・ … (Э

構文

too～ to… の構

文。

発護00EJD

本文 の訳ができる

TVで絵を表示 し、理

解 しやす くす る。

TVで絵を表示 し物語 |

の内容を知 らせ る。

LoLを 活用 し、 native
speakerの発音を聞か

す。

LoL。(こ よ りReadingさ
せ る。

前時の絵を見せ、学習

内容の想起を促す。

sO ～ that―・ can't…

と too～ to:・・の

構文を表示 し、変換 し

やす くする。

夕
　
ヽ

二

し

モ

ク

―によリチ ェッ

個別に指導する

机間順視 またはモニタ

ーによ り指導す る。

長しヽ質問文は、ゆっく

りと、はっきりと発音

して、理解 しやす くす

る。

as soon asと tel

文が作れ るか。

so～ that¨・ cannotの 文か ら

toO～ ιo¨・の文が作れるように

なったか。

意味を理解 しユーモアが理解できた

か 。

各班で意見が出、 リーダーはうまく

まとめているか。

アナ ライザーによ り しoo～ to¨の

構文の理解 の程度を確かめる。



国 語 科 学 習 指 導

1.題 材 夏 草 (奥の細道)

2.考 え 方   1。 (題材観)奥 の細道は芭蕉の代表作であり、また、近世俳諧、俳文の集大成である。

芭蕉の芸術は旅と切 り離すことはできない。旅の中で磨きあげられた俳句、俳文は

人生を旅と考える彼の人生観を探究することによって、はじめて、その理解が可能

になると考える。

2.(生徒観)俳句は、小学生の頃から学習しているし、芭蕉の名も生徒には親 しみや

すいものであるため、本題材は、どの古典よりも、生徒は親 しみを持って取 り組む

ことができると思われ る。

3。 (指導観)夏草 (奥の細道の抜粋)を 読み、味わ うことによ り、先人の心 (古 典の

心)を理解 させたい。

5。 指導過程

課題 の構成・提示
生 徒 の 活 動

課  題  へ Э 取 り 組 み τ

留

認  知  的 態  度  的

○「月日は百代の過

客 」を読 もう。

○旅をどう考えてい

たのかを読みとろ

う。
○人生をどう考えて

ぃたのかを読みと

ろう。

○黙読 して、芭蕉の旅に対す る考え、

生 に対す る考えを読みとる。

○各 自がノー トにまとめ
1私人思考 ) 「人生は旅である」

とす る芭蕉の考え方

と、それをつ らぬい

た彼の生涯との関連
においてとらえさせ

る。

○縁語や対句が、簡潔

でひきしまった漢文

調と相まって、俳文

独得の格調の高さを

かもし出しているこ

とを理解させる。

○文章に即 して、作者

の人間性を読みとる

努力をさせ る。その

ため、要点は、メモ

をす る習慣をつけさ

せ る。

○古典独得の調子、音

律を読みとらせるた

め、縁語、対句の考

え方を調べてこさせ

るようにす る。

人

○まとめた事項を、

る。

グループ内で調整す

(集 団思考 )

表現上の特徴について考えよ

○縁語、対句など表

現上の技法を調バ

よう6

きょぅは、どんな

ことを学習したの

か。

グループ ごとに発表

って思考を深める。

し、全体で話 し合

?努雪i習 7です:『
い
て君(選諄易声

グループごとにまとめる。

○全体で話 し合 う。

(集 団思考 )

(全体思考 )

9学 習の要点をまとめて発表する。

O全文を朗読する。 ○古典の もつ美 しさを

感 じとらせ るため、

名文 といわれるもこ

は暗唱する習慣をて

けさせ る。

本 時 の ま とめを しよ う。

- 22-
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芭蕉の人生観について考えよう



l案 (3年 2組 )

指 導 者 教 諭  福 島 達 郎

3.指導計画 … … … … ……… ……… ……… …… ‥… ……… …… …… 4時間

第 1次   芭蕉について調べる。夏草を読み主要語句を理解する。

第 2次   「月日は百代の過客」の鑑賞………………………………… (本 時分)

第 3次   「平泉」の鑑賞

第 4次  発展「弥生も末の七日」「立石寺」を読み定着をはかる。

4。 本時の 目標

1.認 知目標  芭蕉の名文を くり返 し読ませることにより、人生を旅と考える芭蕉に代表される昔

の人の東洋的 (日 本的)な ものの考え方や、厳 しくきたえあげられたことばの持つ

美 しさを理解させる。

2.態度目標  独得の リズムを持つ芭蕉の名文の美しさを足がか りとして、古典に親 しむ態度を養

う。

ケ と 援 助 ・ 指 導

土思 点
学 習 効 果 の 沢J定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価
一嬌パ

吉書υ

的
的

礎
本

基
基 教育 機器 の利 用 援 助 の 仕 方

○文か ら人生観を
とらえ るために

は、その読みが

充分なされてい

ることが大切で

ある。
○奥の細道は、「

人生によって代
表 される万物が

すべて旅である

という考えでつ

らぬかれてい る

O tt P、 奥の細道の

地図により、音の旅

を知 る手がか りにさ

せ る。

0011P
・ 縁語、対句例を

提示 し定着をは

か る。

・ 発表事項をまと

める。

O tll間 巡視により個人

思考、集団思考の深

まりを助ける。

O全体思考の場で、補

足、修正、 まとめを

す る。

○話 し合いや発表内容をチェックし、

思考の深 まりを観察する。

O作者の旅 に対する考えが、理解で

きているか。

○縁語、対句などの技法が理解でき

たか。 自分でみつけ得た個所に線

をひかせてお く。

○俳文独得の調子と、語句の持つ意

味が充分理解できているか。



1.

2.

材

方一え

題

考

技 術 家 庭 科 指 導 多

半導体を使った電子部品のはたらきと使用法

1.(題材観)生活の中にはテープレコーダー、ステレオといった半導体部品を使用 し

た電子機器が定着 している反面、理論的な理解はほとんどなく、その特性を十分に

生かしきれていない場合が多い。ここでは半動体部品のはたらきと利用について理

解することにより、機器を適切に活用する能力を伸ばしたい。
2。 (生徒観)ダ イオー ド、 トランジスタ等 といった半導体電子部品の名称はよく知っ

ているし、情報伝達のための電子機器への興味は非常に大きい ものがある。 しか し

なが ら、半導体の特性や作用、半導体部品のはたらきについての知識はほとんどな

い 。

3.(指 導観)半導体部品をミクロ的にとらえた知識理解にのみかたよることなく視覚

イヒ、数量化することにより、その理論面の理解を助けるようにしたい。

課 題 へ の 取 組 み 方 と

生 徒 の 活 動
態  度  的

半導体の特性 とダイオー トの しくみを思い出そ う

課題の構成

ダイオー ドのはたらきを調べよう

留

○ダイオ∵ ドの導通試験 を行な

○電池、豆電球、ダイオー ドを使 って実

験回路 をつ くる。

O llF方 向、逆方向に電圧 を加 え、豆電球
の点燈 をみる。

○実験結果 をまとめ、
らきを考 える。

ダイオー ドのはた

○グループで話 し合い発表する。

○豆電球の点燈 、導通試験、図記号の関

係をまとめ る。

ёグループ内の全員の

発言によって確認す
る。

○実験 を行な うものと

記録す るものと仕事
の分担 をきめ協力 し

て実験 をすすめる。
○班内全員の協力 で組
み上げるようにさせ

る。

○理解 しに くい生徒が

積極的に、実験 にと

りくむ実践的な態度
を養 う。結果につい

ては全員が確認する。

○他の グループの発表

をきき足 りない分は

お ぎない、 つけカロえ

ることがあればllI次

発表 させ る。

5。 指導過程

○回路計の黒テス ト棒
が内部電池の十側 で

あることを確認する。

O llF方 向では点燈、逆

方向では点燈 しない

かを見る。

O整流作用 について、

個人でしっか りまと

める。
その考 えを もとにグ
ループで話 し合いま

とめあげる。

○順方向 とダイオー ド

の図記号 を照 らし合
わせて記憶す ると理

解 しやすい。

ダ イオー ドのはた らきをまとめよう

-23



３

４
藁 組 )

指 導 者 教 諭 松 盛 清 泰

指導計画 …… …… …… …… … ………… …… ……… … ∴…… … .6時間

第 1次  半導体の特性 とダイオー ドのしくみ        2時 間

第 2次   ダイオー ドの整流作用              1時 間 (本 時分)

第 3次   トランジスタの特性としくみ           2時 間

第 4次   トランジスタの増幅作用             1時 間

本 時の 目標
1.認知目標  1.ダ イオー ドのllF方 向には電流を流すが、逆方向には電流を流 さないという整

流作用を実験を通 して理解 させる。
2.態度目標  1.本 による知識理解にとどまることなく、実験を協力 して、積極的にすすめな

がらダイオー ドの働 きを理解するとい う実践的な態度を育てる。     f

援  助 指  導

学 習 効 果 の 測 定 と

目 標 達 成 状 況 の 評 価

教育 機器 の利用 援 助 の 仕 方

O llF方 向、逆方向の抵
抗 を調べていること
を知 らせ る。

○机間巡視。

○まず個人で考えさせ、
グループ内で話 し合
うことによりまとめ
るように指示す る。

点彙思

項事的
的

礎
本

基
基

○半導体の性質
PN接合

○回路計は抵抗 レ
ンジ

○豆電球、 ダイオ
ー ドの定路値は

正 しく選ばれて
い るか。

O llI方向、逆方向
の意味。

○整流作用 につい

て科学的な言葉
でまとめる。

○OHPに より問題 を

提示する

00HPに よ り、実体
配線図を示 し、 グル

ープ内で回路 を確認
させる。

○実験結果 を トラペ ン

に記入 させ、 OHP
により発表 させ る。

○グループの発表 に、
図記号 との関係 をつ

け加 えて0且 Pに よ

り示す。

○ダイオー ドの しくみを示す図を説
明す ることがで きるか。

○導通試験 を行な うのはなぜか正 し
く理解で きているか。

O正 しく回路が組 み上げられたか。

○ダイオー ドのはた らきがまとめ ら
れ た か 。            

｀

O他のグループの発表 と比較 しなが

ら聞けたか。

○ダイオー ドのはた らきがわかった

か 。

用途 を考えた上で図記号 をか くこ

とができるか。



材

方え
題

考

技 術 家 庭 科 学 習 推

幼児の生活 (遊 びを中心 とした生活 )

1.(題材観)幼児の生活 は遊びが中心である。遊びの中で心身が発達 してい く過程を

理解 させ、その成長発育 を助成す る遊 び と、遊 び道具 について考 え、幼児の生活に

ついての理解 と関心を もたせる。

2。

し11管電l電帰属重電晋舞あ量冨電9量考言でで豪頭冒
|:習

雪墓号踏「l晟二息二
げには大 きな愛情があったことを認識 させる。

3.」

塀言電逸贅房賛言i雪零皇凛島信軍嘗写2饉冨霞メ撃象:乞労軍讐縁「釜危曇ふ
な,い情 と人間関係を育てて現在の生活に対応させたい。

課 題 へ の 取 り 組 み 方 と

認 知 的 態 度 的

○中心課題 をみつけだ

させる:

oグ ループの意見をよ

く聞 き、 さらに自分
の考 えをまとめ、話

させ る。

○問題点 をみつけ出し

創造思考 させ る。

○グループで協力して

製作 しようとする。

留

動活徒生

5。 指導過程

幼児にとって遊びはなぜ大切なんだろう

○幼児の生活のよ うすはどうであったか。

○幼児の遊 び道具はどんな条件 をそなえ

ていなければな らないか。

まとめて発表する。

○修正 しなが ら考 え

をまとめてみよう

○あらか じめ製作 しようと考えている遊

び道具 は条件にあってい るかグループ

で検討する。

○考案 した遊び道具についてグループで

発表す る。
○発表 した ものを全体で修正す る。

製作できるかどうか確かめよう

○製作する遊び道具の形
を確認する。

O学習記録をまとめる。

大きさ・材料

幼児の遊び道具を考案しよう

○遊びは幼児にとって

大切な生活であるこ

とを理解 させ る。

○既製品以外の ものに

興味 を もって遊 ぶ理

由を理解 させる。

○自然界、生活用具の

中か ら求 められ るこ

とを気づかせる。

○条件にあった遊 び道

具 を理解 させ る。

〇年令・使用目的・構

想面等についてたし

かめさせる。
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導 案 (3

指導計画
第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

本時の目標
1.認知目標

2.態度目標

:組 )

幼児の 1日 の生活習慣

幼児の遊 び と遊 び道具

考案 。製作

遊 ば せ 方

指 導 者 教 諭  加 藤 妙 子

時間

時間

時間

時間 (本 時分第 1時 )

時間

1.幼児の観察記録か ら、あそびの重要性と成長発達をささえる条件を理解 させ
心身の発達の助成となる遊び道具を考案させる。

l。 主体的に学習にとりくむ態度と優しさ、おもいや り、温さ等の心情を育てる。

援 助 ・ 指 導

点〓思
学 習 効 果 の 演J定 と

目標 達 成 状 況 の 評 価
Ｆ惧

事的
的

礎
本

基
基

○遊 びと遊び道具
の重要性を知る。

○幼児に適 した遊
び道具の条件 を
知 る。

○幼児 (4・ 5才》ゞ

創作できる道具
が考案で きる。

教 育 機 器 の 利 用 援 助 の 仕 方

°
::,正

さゞ帯患脅            6曇青應

`:重

属黎握盛寒1嬉ふチ

°
        ] 

°慰尋層「?i「
 fふ「 

傘管の



ま旨

誘導電流

1。 (題 材観)電流によって磁界が生 じること、磁界中では電流が力をうけることを学

習してきた。 この学習を基礎 として、これとは逆に、磁石をつかって電流を得る方

法をとり扱い、運動エネルギーと電気エネルギーとの総合的な見方を養 うためこの

題材を設定 した。

2。 (生徒観)磁界内でコイルを動かすだけで電流が流れるとは予想できないと思われ

る。また、コイルを動かすことの意味をコイルのまわ りの磁界の変イヒとしてとらえ

にくい ものと思われる。

3.(指導観)演示実験によって興味を換起 させなが ら問題をつかませ、実験を計画さ

せ、帰納的に法則を発見してい くように扱いたい。

課 題 へ の 取 組  み 方

態  度  的

導習学科理

1,

2.

材

方え
題
考

課題の構成・ 提示 留

動活徒生

○実験結果 をうのみに

しないで、さらに深
く探求 してみようと

する態度を もたせる。

○みんなが自分の考 え

を もって話 し合いに

参カロするようにさせ

る。

○役割 を分担 し、協力

して、実験 を進める

ようにさせる。

5。 指導過程

○課題 について話 し合い予想 をたてる。
○演示実験 をみる。
○予想通 りいかなかった理由を考える。
0再 び、演示実験 をみる。
○演示実験をみて気づいたことについて

話 しあ う。
(小集団バズ → 全体発表 )

コイルに磁石を出 し入れ して、生 じる電流の向 きや大 きさ
について調べてみよう。

0実験の目的や方法について話 し合 う。

(小集団バズ → 全体発表 )

○実験 の準備をする。
O実験 をする。

学習したことをまとめよう

○実験結果 を図解 してまとめ発表す る。

○コイルのまわ りに磁
界の変イヒが生 じると
コイルに誘導電圧が

生 じ回路が閉 じてい

ると誘導電流が流れ

ることに気づかせる。

○誘導電流の強 さは磁

界の変化の速 さが大

きいほど強い ことに

気づかせる。

磁界内で導線 を動か してみた ら導線 に電流が流れ るだ
ろうか
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5組 )年案

指導計画
第 1次

第 2次

本時の目標
認知目標

2.態度 目標

援  助 指  導

コイルと磁石で電流を流すにはどうしたらよいか
誘導電流を流 し続 けるにはどうしたらよいか

指 導 者 教 諭  坊 垣 正 博

3時間
2時間 (本時分第 1時 )

1時間

1.コ イルに磁界の変化をあたぇると、誘導電流が流れることを確認 し、その向
きや大 きさについての法llJ性 を発見できるようにする。

1.実験や集団討議をとり入れた学習を通 して積極的に班学習に参加 し、協力 し
て学習を進めていこうとする態度を育てる。

点
曇思

項事的
的

礎
本

基
基

学 習 効 果 の 測 定 と

目標 達 成 状 況 の 評 価
教 育機器 の利用 援 助 の 仕 方

○電流 を流す ため
には、 コィルの
まわ りの磁界 に

変 化 を与 える必
要 がある ことを
お とさないな

○磁界の変化の速
さと電流の強 さ
の関係 をおとさ
ない。

○磁界の変化の方
向 と電流の向 き
の関係 をおとさ
ない。

○演示実験 でみんなに
検流計の針の動 きが
わかるようにするた
めOHP用 検流計 を
用いる。

○まとめをOHPで 提
示 し確認 させる。

○みんなが関心を もつ
ように根拠 を明 らか
にして考 えを発表す
るようにしむける。

○次の実験の目的や方
法についての見通 し
をたてることができ
るように磁界の中で
コイルを速 く動か し
た り、おそく動か し
たり、止めたりして
演示 してみせ る。

○マイクロアンペア計
の針のふれか ら回路
に流れる電流の向 き
を考えさせ る。

°
:]詈:i][:曇「塞軍恵裏憂
(発表 させてみる)

°
香警|「 ォ

=墓

卜異典73胃籐it、
のかが説明できるか。
(発表 させてみる)

○検流計の針の動きか ら回路に流れ

(霧曇『曇皐ダ
図示できるか。

○磁界の変化の方向 と誘導電流の向
き、変イヒの速 さと電流の強 さの関
係 を理解 してまとめ られたか。
(OHPで発表 させる。相互評価 )

○態度参加度の評価。
(評価表に記入 させる。

自己評価 )

○今 日の授業は自分に とって充実 し
ていたか志

○話 し合いでは自分か ら進んで意 見
をのべ たか。



個と集団
撃警

:ξ

tt」雫子人間関係を高め、自己副1練 のできる人間、人間性豊かな人格の形成をめざす

とともに、効果的な学習の方法を身につけさせ、基礎学力の定着をはかる。さらに、聴覚や言語能

力の向上をめざす。

生徒の実態

本校の難聴生徒が もつ問題には、次のようなものがある。学習面においては、学習の方法がゃか

らない 、授業中に聞きもらしや疑間点があって も、その解決方法がわか らない、また、友だちや教

師に質問す ることが はずか しいという性格面での弱 さ等の問題を持 っている。さらに、情緒面で

は、障害に対する甘えをもち、依頼心が強 く、ひじように自己中心的で、他人に対する思いや りに

セ ブ ン タ イ ム 指 導 案 (難 取

3.活

も欠ける面がある。

4。 活動の過程

分

○各自で目標を決め、ことばで発表する。

0リ ーダーは、各自の日標を復唱して、全員

がわかつたかどうか確認 し、記録する。

oリ ーダーの指示に従って、各自F疑問点や

復習したいことが らを考え、ことばで発表

する。

oり ニダニの指示に従って、各自で開題にと

りくむ。

oグ ルニプで話 し合 う。

oグ ループで解決できないことを全体で話 し

合 う。

○「 聞 くJ「 話す」態度、態質的目標の反省

を各自で行 う。

↓

グループで点検し合 う。

↓

リーダーは、まとめて記録する。

○生活の反省を各自で行 う3

↓

グループで点検 し合 う。

個 と集 団 の 取 り組 み 方

○態度的目標 を決 め、確認 しよう。

○学習の中から、馨問点や復習したいことが

らを見つけ、考 えよう。

○一日の生活 と学習の反省をしよう。

復 習 バ ズ

生 活 バ ズ
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擦 学 級 組 ) 指 導 者 教 諭 天 野 一 美

本学級では、 1年生が 7名在籍 してお り、 4名 と3名 の 2班 に分けている。 3名のグループは
学力面、聴能、言語面 とも、ほぼ等質のグループでぁるが、 4名 のグループは、聴能、言語面に
著 しい遅れのある男子生徒 1名 と学力面で著 しい遅れのある女子生徒 1名 を含むグループである。
1年生は、この方法に十分慣れていないが、意欲的にとりくもうとする態度がみられる。

動の概要
バズ学習での聞き方、話 し方、協力のし方、 リーダーの役割、自分達で解決できない問題は、

先生に質問に行 くことなどの基礎的なルールを身につけさせることに重点をお く。そして、協力
することの大切 さを体験 させ、わからないところをそのままにしないとい う態度や聴能、言語面
の能力を高めたい。

まとめ (要約 と問題点)・ 評価

正 博

テ)

の向

力 し

夕と寒妻
蟄説明

:の 向
の関

平価 )

平価 )

実 し

意 見

○全員にわかるように発表できたか。

○リーダーの発言は、適切であったか。

○発表を真剣に聞こうとしたか。

O全員の目標がわかったか。

○すばやく課題にとりくめたか。

○課題に真剣にとりくめたか。

○全員が協力 して課題にとりくめたか。

○全体での話し合いによって深めることがで

きたか。

Oわ かったこと、ゎか らないことをはっきり

させたか。

○真剣に反省 しているか。

O正 しく相手を評価 しているか。

Oリ ーダーは、適切なまとめ方ができている

か 。

○特 に聴能、言語 に問題のある生徒には、正

しくはっきりと発表 させるように配慮する。

○全員がわかるまで教 え合 うよう指示す る。

○深化を 1ま かるために適切なヒン トを与える。

O全体で話 し合 う場合には、特に声の大 きさ

や話 し方に気をつけさせる。

○自分達の力 で解決できなかった問題や時間

内に解決 できなかった問題 をそのままにし

ない ように指示する。

教 師 の 援 助 と 指 導



黎睾校の部

第 2校時
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１

．

　

２

題  材

考 え 方

道 徳 (同 琴い 学 習 指

ヒロシマの うた

1。 (題 材観)原爆投下直後の ヒロシマの地獄の ような状況の中で、死に直面 しなが

らも我子 をしっか りと抱 き続ける母の愛、 その姿に心 うたれて、赤子を救お うと

する「 わたし」、 そして、その後の苦難に くじけず生 きて しヽ く被爆 者 の親子や

それを励 ます「 わたし」の生 き方を通 して、戦争に対す る限 りない怒 りと共に、

しか し、平和への願 いや人間の愛は奪 うことのできない ものであることが静かに

伝わって くる作品である。

2。 (生徒観)戦争に対す るカソコよさにひかれる生徒や無関心派、また、頭の中で

は「 こわい、イヤだ」と言いなが らも、「 その時になった ら逃 げる、死んだ方が

まし」等の逃避的傾向の者がある。 しか し、原爆被害 の写真展 を観て、激 しい怒

りを もう生徒で もあるので、心情に訴 えて考 えさせたい。

課 題 へ の 取 り 組

○事前に聞いて書いておいた経験談 を発表する。

「現在の核兵器の貯蔵」の資料をみて考えよ

○資料をみて気づいたことをメモする。

○数人が気づいた点、考えたこと等を発表す る。

○今 までの学習を通 して、戦争や平和について、 自分の考 えが どのよう

に変 ったか班 で話 し合 う。

O発表す る。

○戦争を防 ぎ、平和を実現す るためにどう考 え、何 をしなければならな

いかを班で話 し合 う。

○発表する。

Qノ ー トにまとめる。

5。 指導過程

課 題 の構 成・ 提示

祖父母・父母の戦争体験 を知 ろう

自分の くらし、生 き方 とかかわ らせ て、戦争 と平和について考 えよう

自分の考 えや感想 をまとめて書 こう

生 徒 の 活 動



導 組 ) 指 導 者  教 諭  菊
｀
池 恵 DFJ子

3.(指導観)戦後三十余年 たつが、核兵器の貯蔵量は今 も増大 してお り
核戦争の危険の中に生 きている。
作品に対す る深い感動 を基礎 に、 自分の問題、将来の生 き方の問題、
目をむけて人間の連帯の必要性として受けとめ、考えさせたもヽ。

、私たちは、

世界全体に

指導計画

第 1次

第 2次

第 3次

原爆による被害、時Ft背景 をっかむ

「 ヒロジマの うた」を読み共感する
現代の自分の くらし、生 き方 とかかわ らせて
考える

3時間

1時間
4時間

1時間 (本 時分)

4.本時の目標 1.作品の感動 を基礎に、父母の戦争体験、現実の核兵器の貯蔵の状況、 自分たちの くらし、行動 とかかゎ らせて、戦争 と平和、人間の生 き方 を自分の問題 として
考 えさせる。

○祖父母・父母が戦争につぃてど́のように考えてぃたかに注意 させる。
○姫路の慰霊塔 (全国空爆被害)の数字等 も資料 として発表 させる。

と比べて考えさせる。

○作品の登場人物の考 え方や生 き方か ら影響 された考え方 も参考にさせ
る。

○さまざまな考え方 を自由に出 させる。

○他の人の考えと比べたり、自分の考 えの変化等 も詳 しく書 くようにさ
せる。

○感想文の完成は家庭学習とす る。

○身近かな経験や事実を真剣
に聞けたか。

○戦争 と平和の問題を自分の

問題 として考えられたか。

○自分の意 見や考 えが整理 し

て書けたか。
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1。 個と集団の統合・ 止揚

人間関係を基盤にした学習集団の育成を目ざし、競争の人間関係から協調し合い、支え合い

助け合いながら学習バズを通して基礎学力の定着をはかる。

生活バズを通して人間関係を高め、学習の基盤となる学級集団の育成をはかる。

2.生徒の実態
本学級の生徒の特徴としては、入学をしてすぐにグルーピングの形成を取り入れたので、中学

生活での終 りの学活はこの形しか知らない。従ってグルニプ活動に対して何の違和感 も持たない。

活動は活発に行なうが、けじめに欠ける面がある。グループ編成に対しては全てのグループがそ

の活動が円滑になるまでは決して再編成を行なわない。また学級目標、日番活動に於ても完全に

4.活動の過程

セ ブ ン タ イ ム 指 導 案 (1ビ

5。 燿

活

学  習 バ ズ

セブンタイムに入る前に気持 ちを整えよう。

一日の生活についてグループで反省 じ話 し

合おう。

○一 日の学習の歩みをたしかめよう。

○各係委員か らの連絡や指示を聞 こう。

成構題課 個 と集 団 の 取 り組 み 方

黙想

◎学校生活について反省す る。

個人の反省 ………きょう一 日どうだったか

↓     個人ノー トに記入

班の意見をまとめて班日記に記入し発表する

↓

問題点、守れなかっ

申し合せ

とについての解決、

○日番の活動について話し合う

○一 日の健康状態について話 し合 う。

◎きょうの学習内容をたしかめるc

個人思考―個人ノ∵ 卜に記入

学習長 十日の総括

グループごとに復習→質問疑問点の提示

各教科委員から学習内要の要約の発表

疑間点の解決→発表

○メモをする。

生 活 バ 、ズ
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手 4組 ) 指 導 者 教 諭 上 山 恭 三

遂行 できるまで次の段階へは進 まないように し、物事の徹底 をはかっている。

今後の課題 としては男子の リーダーの台頭が望 まれる。

:動の概要

各 グルニプ共、学力面、性格面で片よりがないように編成時に配慮をしているが、難聴生徒
や低位な条件にある生徒がグループの中でどれだけ生かされているか。また、それ らの生徒に

他の生徒がどれ程配慮 しているか。 リーダーは他のメンバーをどれ程よくリー ドしてぃるか、
その逆に一人舞台になってはいないか。自分の意見を発表する立場か ら、人の意見を聞 く立場
への態度の切 り替えができているかに焦点をあてる。目標に向かって全員がまとまりながらも

その中に個が充分に生かされているかに留意する。

教 師 の 援 助 と 指 導
まとめ (要約 と問題点 ) 評価

○「 集団づくりの指標」を基盤に考える。

○校則違反はなかったか。

○自分の考 え方がはっきり言 えたか

○協力 して意見を調整す ることができたか

○新 しい目標に移ることができ

○他人に対 して正 しい評価ができているか。

○保健室に世話にな らなか っ

○各教科の中で空自の状態になっていると
はないか:

○各教科の一時間の流れがつかめたか

○朝のHRで検査 → 評価
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田

一

○落 ちついた気持 で自己反省 できるように配

慮す る。

○一部の者の意見に片よらないように配慮す

る。

○班の話 し合いの輪の中か ら抜け出ているも

のはいないか、机間巡視をす る。

○教師の目の届かない面が表 われたな らば今

後の参考にする。

O奉仕の精神を習得 させ る。

○生徒の健康状態に留意する。

○安易な問題でも互いにていねいに教え合う

ように留意する。

○深化拡大がうわすべりにならないようによ

く聞き見て話し行動化するようにする。



1.個と集団の統合 0止 揚

生活バズを通 して、他者と共に自己実現のできる人間の育成を目ざし、また、個人が、十分に

生かされるような集団を養成する。

学習バスを行なうことにより、集団の人間関係を望ましいものIFす るとともに、個人の学習と 名:ヽ

集団としての学習を両立させt全員の基礎学力の定着と、個人に応じた能力の伸長を目ざす。  1

4.活動の過程

個 と集 団 の 取 り組 み 方

セ ブ ン タ イ ム 指 導 案 (2`

2.盤

:る。 澤

○学校生活全般について   ギ  | 、

・個人で反省する  11 ・・・
li毒 .

・ 生活係 が、各班員 と班全 体の反省 をま と

める。         i・ |~■  t i=.1
・`/      4 . : お|

0生

澪炉ヂ:貧警?干省を・まとめる: ‐7

1.=  l.  ・  :姜 4.r

O美イヒ委員が清掃の状態について報告する。

○生活長が話 し合 うべ き問題点を提起する。

・ それについて班 で話 し合 う。

・ 全体で話 し合 う。
0生活長がま とめをす る。

○日番の仕事について反省する。

○今 日の授業の宿題 と、次時の準備について

教科係が発表 し、各 自確認する。

°
T「馨督雷2奮TTF進曇与誓}1晉 ::丁尋

○教科係の指示に より、個人 で要点、疑問点

○教科係が、各班の発表をまとめ、要点を整

理 し、疑問点を提示する。     彗|

○各班で疑間点について考えるc

O全体で疑間点の解決をする。

活徒生

成構題課

○今 日の学校生活についてグループで反省 し、

話 し合おう。

○各係か らの連絡 を聞 こう。

○今 日の学習のまとめをし、疑間点を解決 し

よう。

○教師か らの連絡や話を聞 こう。
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年 組 。) 指 導 者 教 諭  浜
・

側  孝

三徒の実態

本学級の生徒は、 1年余 り日番の司会によるHe R.を 経験 し、バス形式のH.R。 に変えてから
5ケ 月間経つ。一応形式には慣れ、スムーズに活動するようにはなってぃるが、生活バス、学
習バズともに十分な深まりに少し欠ける面がある。なお、本学級には、難聴生徒 2名 (男子 1,

女子 1)が お り、聴能、言語面、学習面で著 しい遅れのある男生徒 1名 を含んでいる。

野動の概要
バズ学習での聞き方、話 し方、協力の仕方、 リーダーの役害J等 に習熟させなが

深めさせ、生活バズ、学習バズともに十分な効果を上げたい。

ら話 し合いを

また、学習バズによって、学習技能 (要点をまとめること等)を 身につけ、主体的に学習で
きる生徒にしたい。

4
上 忠 後

Lばならない

多ゞかった。

三活バズを形

)、 話し合い

指 導

ているか、形

いか、机間巡

られるように

する。

に、補足、修
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(要 約 と問題点 ) 評 価
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○

○誠実に反省で きたか。

○事実に基づいた問題点が出されているか。

9明 朝のHo R.で評価。

○静かな心で今 日一 日の反省ができるように

配慮する。

○相互評価が厳しくなされているか、生徒の
反省する態度に留意する。

○話 し合いを深めるために、焦点 を絞 るよう
に助言する。

○全体討議のとき、発表者が全員に聞こえる
ように体の向きや、声の大 きさに配慮 して
いるか。また、聞き手は発表者の方を向い
て、積極的に聞いているかに留意する。

○安易な問題で も、疑間点 として素直に出 し、
それについて、ていねいに教え合 うように

留意す る。

○思考の深化、拡大ができるように、必要が

あれば助言する。

動

教 師 の 援 助 と 指 導



セ ブ ン タ イ ム 指 導 案 (

1.個 と集団の統合・ 止揚

生活バズ、復習バズを通して、学級内での協調、助け合い等の人間関係を高める。そうした中

で学習集団としての学級の生徒が学力面での競争的関係から脱皮して、自分の個性を生かし、自

己実現をめざす生徒に育てたい。

4.活動の過程

構  成 個 と集 団 の 取 り組 み 方

oセ ブンタイムに入 る前に気持 らを整えよう。

○一 日の生活について班で反省 し話 し合おう。

○今 日一 日の学習のポイン 卜をた しか め よ

○先生か らの連絡 を聞 こ

黙 想

○止揚 ノー ト

○メモを とる。

3
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年 組 ) 指 導 者 教 諭 河 上 忠 俊

主徒の実態

本学級の生徒は、生活バズの話し合いにおいて、班内、クフス内で改善 しなければならない
問題がなかなか出てこない。知っていながら見て見ぬふりを決めこんでいる場合が多かった。
生活バズノートで点検するようになってか ら、少 しずつ変わって来ているので、生活バズを形
式的に流してしまうことのないようにしたい。

舌動の概要
バズ学習での間 き方、話 し方、協力の仕方、 リーダーの役害J等 に習熟 させながら、話し合い

を深めさせ、生活バズ、復習バズともに十分な効果を上げたい。
復習バズでは、授業の流れをつかませるように指導したい。

まとめ (要約 と問題点)。 評価
教 師 の 援 助 と 指 導

で

○一 日目標、掃除、風紀面についてきちん と

できたか。

○真剣に話 し合えたか。

○日番活動をきちん とでき

○今 日の学習のポイントは何であったか。

○自分の考えをはっきり発表できたか。

○要領よくまとめて発表できたか。

○班内の話 し合いに全員参加 しているか、形

式的な話 し合いになっていないか、机間巡

○自分の健康管理を自分で考 えられるように

指導す る。

○奉仕精神で活動するよう指導する。

○筋道 をたてて発表で きるょうに、補足、

正 を加 わえて指導す る。

○積極的に疑問点 を出す よう指導する。

修

よ う

える

して

向い

出 し、

うに

卜要が



１

。

２

題  材

考 え 方

課 題 の 構 成

○読書への関心は、何が動機

だもたのでしょう6

0ど んな苦労をして字が書け

るようになったのでしょう。

○施設訪間の時、彼女は何をみつめ、また心に強 く

いったことについて考えていく。

○何を文字によって伝えようと彼女は、必死で努力

プや全体で考えていく。

組取題課

残 り、行動に移 して

したのかを、グルー

○左足指に全生命をかけて生 きてい く姿を再度確 かめあう。

Oグ ループで話しあい確認する。

○次時の学習に対する指示を聞 く。

道 徳 (同 和 )学 習

足指に生 きる

1。 (題 材観)健康な人でさえ、生 きることに挫折感をもつものが多いのに、両手 も

使用できず、足指に命をかけて、生 きてきた障害者の半生記は、私たちに、人間

として生 きていくことの尊さを深 く学びとらせるのに、適 したものと思 う。

2。 (生徒観)障害児学級を持つ本校であり、また難聴生を含む学級でもある。

障害者への理解は深まりつ あゝる。しかし障害者が、それをのりこえ、努力して

い く姿をするどくみきわめていくことで、 さらに実践 していける集団に高めてい

きたい。

3。 (指導観)障害や逆境に負けずそれを克服 し精一杯、人間として生 きてい く姿を

筆者の半生記「 足指に生 きる」を通 して、その経過を追いながらしっか りと学び

とらせる。

事件前と事件後とは、彼女の心は、 どう変化 したのだろう

○自殺をはかるまでと、

Oグ ループ全体で話しめ

その後 の心 は、 どう変 ったのか

,。

5。 指導過程

彼女が文字を書くようになった力は、どこから生れただろうか

今 日の学習を確かめてみよう

の



指 導 案 (3年 3組 ) 指 導 者

指導計画 …̈……………………………………………………
第 1次   障害者として生きる私
第 2次    ・私 も学校に行きたい  ・ さみしさの中で

第 3次

4.本時の目標

○死 という事件を転機に生への執念をか りたてたものは、何であったか
に気づかせたい。

○文字を自らのものにしてぃく必死の努力、そして孤独からあたたかい
人間のきずなをとりもどしていく姿をつかませたい。

○ただ下?残 された左足指を命の綱として、
いく彼女の生きざまを学びとらせる。

その一点に全生命をかけて

教 諭  下
・
房 正 英

5時間
1時間
3時間

・ 文字が書 きたい    ・ 自分の力で立てた  (本 時分第 2時 )

ささえあい、励 ましあって生 きる         1時 間

1.手紙 を書 くことになった動機や、ひとりの障害者が必死の思いで文字 を書 こう

として、あらゆる努力をしていく過程を深く学びとらせる。

2.学級にも難聴生徒がぃる。障害者の精一杯の生き方を学ぶことにより、その人
たちへの正しい理解と励ましの心を持ち、集団どしても態度で示せるよう1之 した
い 。

導
ヒ
日

〓思

助援

留

方
学 習効 果 の 測 定 と
目標達成状況の評価

○自殺 しよ うとした時の心情

がつかめたか。

○文字 を書 こうとした彼女の

心の変化 をつかむことがで

きたか。

oグ ループでの話 しあいにt

よく参加 できたか。 また、

自分の意見 も出せたか、相

互 に確かめる。

○彼女の強 く生きようとする

姿から自分の生き方をどう
みなお したか。

32-
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日

ｔ

ｌムイタンブセ 導 案 (難

○各自で目標を決め、ことばで発表する。

Oリ ーダーは各自の目標を復習して全員がわ

かったかどうか確認し、記録する。

〇各自の疑間点、復習したいことがらをリー

ダこの指示にしたがってことばで発表する。

○リーダーの指示により、各自で問題にとり

くむ。

oグ ループで話 し合 う。

○「 聞く」「 話す」態度、態度的目標の反省

を各自で行 う。

○グループで点検 し合 う。

○リーダーはまとめて記録する。

○生活の反省を各自で行 う。

oグ ループで点検 し合 う。

○グループで話 し合い、次時の課題を確認す

る。

個と集団の統合・ 止揚
バズ学習を通して人間関係を高め、自己訓練のできる人間、人間性豊かな人格の形成をめざす

とともに、効果的な学習の方法を身につけさせ、基礎学力の定着をはかる。さらに、聴覚や言語

の能力の向上をめざす。

生徒の実態

本校の難聴生徒がもつ問題には次のようなものがあるc学習面においては学習の方法がわから

ない、授業中に聞 きもらしや疑間点があうてもその解決方法がわからない、また、友だちや教師

に質問することがはずかしいという性格面での弱さ等の問題をもっている。

さらに、情緒面では障害に対する甘えをもち、依頼心が強く、ひじょうに自己中心的で他人に

対する思いやりにも欠ける面がゆる。

活動の過程

個 と集 団 の 取 り組 み 方

活徒生

成構題課

○態度的目標を決め確認 しよう。

0疑間点、復習したいことが らを確認 し、

■えよう。
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○一 日の生活 と学習の反省をしよう志

○次時の課題を確認しよう。



聴 学 級 1組 ) 指 導 者 教 諭 多 根 貞 武

本学級には 2年生が 3名 、 3年生が 5名、計 8名が在籍 しており、 2年生 (3名 )と 3年生
(5名 )の 2つの班に分けている。 3年生 5名のグループは聴能、言語面ともほぼ等質のグル
ープであるが、 2年生 3名 のグループは聴能、言語面、学習面でも著 しい遅れがある男生徒 l

名を含んでいる。

本学級の生徒は昨年よりこの方法で行なっているので学習方法は一応習得 しているが、その
ために話 し合いが形式的に流れてしまう傾向がある。

活動の概要
バズ学習での間き方、話 し方、協力のし方、リーダーの役害」等に十分習熟させなが ら、話し

合いを深めさせ、効果的な学習方法を習得 させる。
また、学習の効率化にも重点をおき、基礎的学力の定着をはか りたい。        r

教 師 の 援 助 と 指 導

○全員にわか るように発表 できたか。

○発表 を真剣に聞 こうとしたか。

○全員の目標がわかったか。

○リーダーの発言は適切であったか。

○疑問点、復習したいことがらをまとめて発

表できたか。

○自分の考 え、意 見がはっきり言えたか。

○課題に真剣に とりくめたか。

○全員が協力 して課題にとりくめたか。

○学習内容がわか ったか。

○真剣に反省 しているか。

O正 しく相手を評価 しているか。

○リーダーは適切なまとめ方がで きているか。

○次時の課題が確認できたか。

英

こう

の人

した

動

メ唐

の

で

　ヽ
ヽ
相

ワ０

ンつ

まとめ (要約 と問題点)・ 評価

○自分にふさわしい目標を決めさせるようた

配慮する:

○疑間点、復習 tノ たいことがらを発表すると

きには具体的に発表するように指示する。

01つの課題にとりくむ時間が適当かどうか

たえず点検する。

○深化をはかるために適切なヒントを与える。

92年生のグループは学力差が大 きいので、
できるだけ教師がグループの中に入って個

別に援助する6

0形式的な反省にな らないように配慮する。

○課題の量が適切か点検する。



材

方え

題

考

1。

2.

6.指導過程

技 術 I(生 活 単 元 学 習 )

カレーライスをつくろう

1.知恵おくれの子の指導は、その特性か らみて、体験的に習得 させてい く方法が望
ましい。そこで、生徒の実生活の中に存在する問題を、彼 らの興味や必要感にもと
づいて解決 していく、つまり問題解決学習を通 して生活の仕方 (行動の仕方)を 身
につけさせていこうとする「 生活単元学習」は有効な方法だと思 う。
本題材は、単元「 食生活 とわたし」の中に位置づけたものであり、能力差が大 き

くとも、それぞれに応 じた学習活動を用意することが可能な題材である。またひと

りひとりを伸 ば しなが ら、集団としての高まりを育てたり、食生活を営むための

基礎的、基本的な技能や態度を育成するのにも適 している。

2.本学級の子 ども達は、幼い頃より「 どうせできないから……」とか「 かわいそう
だから…・・:」 という家族の養育態度か らほとんど家では手伝いをすることもなく大

きくなってきている。そのために、ガスの点火ができない、ほうちょうを持っても

野菜の皮むきができない等、経験不足 もはなはだしく、また技能的にも著しくおく

れがみられる。このような生徒達ではあるが「 食べる」ことは大好 きである。
そこで、みんなで力をあわせて計画をたてた り、失敗 しなが らも作ることの喜び

を味わせなが ら、自分達でもやればできるんだとい う自信をつけさせたい。
3。 今までは、何 も考えずに食べていた物 を「 どんな材料でつくられているんだろう」
と考えてみる。そこか ら新 しい問題意識が生まれ、解決するための努力がはらわれ

る。 この過程を大切にしながら、そこで身につけた技能、習慣、態度な どが家庭生

活で も生かしていけるように指導 したい。

課  題 の  取 組  み 方

課題の構成

○みんなの好 きなカレ
ーライスを作 ろう。

動活徒生

でま

っ
△
驚

て
　
ｏ

つ
ンっ

入
よ

が
え

料
考

材

を
な
か

ん
る

だ
）
い

○

どんな手伝いを した ことがあ るか話 し合

○今 までに経験 した ことのある手伝いを

発表 し合 う。

○調理実習をするためには、 どんな こと,

が必要かを話 し合 って、発表する。
○食晶模型の中か ら材料 に適 tノ ている も
のを選び出す。・……A男 ・ B子

○今 までの経験 を もとに、ノー トに記録

認  知  的 態  度  的

○発表する友だちの方
をみて話 を聞 くよう
にさせる。

OA男 がわかるように
一言一言はっきりし
ゃべ らせ る。

。……B子・ C子

○提示 された材料 と、
自分が選んだ ものと
を比較 しなが ら、意
欲的に正誤 を確かめ
させ る。

○はか りを正 しく使わ
せ る。

Q目盛 りを正確によむ
習慣 をつけさせ る。

○必要な材料が選べた
か どうかを確かめて
みよう。

05人分の材料 を計算
しよう。

○実際に計ってしらべ

よう。

○自分たちで選んだ材料が正 しいかどう
かを確かめ合う。

01人分の分量を知 って、 5人分の分量
計算を行 う。(A男。C子はかけ算で求める)

○計算で求めた重さだと、実際にはどれ位
の量になるかを、実物を使ってしらべる。

○ノー ト整理をしなが ら、本時の学習内
容を確かめ合 う。

0次時の学習についての説明を聞 く。

○友達 の発表 を参考に
しなが ら、食事に関
す る手 伝 い には ど
んな ものがあるかを
みつけ させる。

○「 材料」ということ
ばの意味を具体物を
通 してわか らせ る。

……A男
○材料 を 6つ の基礎食
品に分類 して、栄養
素 との関係 をまとめ
させ る。…… C子

01人分の分量がわか
れば 5人分が計算 で
きることをつかませる。

○それぞれの材料 100
′が どれだけかをつ

かませる。

カレTラ イスをつくるには、 どんな計画 をたてればよ
いか、みんなで考 えよう

学習 したことが らを確かめ合お う
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指 導 案 (精 薄 学 級 )

本時の目標
1.認知目標  ○

2.態度自標  o

5.生徒の実態

ヒ 援  助 指  導

指導計画 .… ……………………………………………………
第 1時   材料がどれだけいるかを考える
第 2時  手llF、 分担を決める
第 3時   用具を知る

指 導 者 教 諭  竹 谷 由 紀 子

3時間

1時間 (本 時分)

1時間
1時間

調理実習の計画の立て方を身につけ させ る。
(特 にC子 には、食品 と栄養素 との関係 も理解 させ る)

意欲的にとりくもうとする態度を養 う。

(言 :倉異曇写込警層?奮秀ζttξ Sl態
度を、B子には、大きな声ではっ

)

学 習 効 果 の 測 定 と

目標 達 成 状 況 の 評 価
教 育機器 の利用

点

○食事を計画的に
整えるためには
材料・分量、手
llI、 分担などが
必要なことを理
解 させる。

○どんな材料が必
要かを理解させ
る。

○材料計算を正確
に行わせる。

○ものの重さを知
るためには、は
か りを利用すれ
ば

`更

禾Jナごという
ことを理解 させ
る。

0 0HP.材料 を影絵的
に映写 し、興味づけ
と確認を行 う。

氏 名 雫年1  障害の程度 特 性 等

A 男 精神発達遅滞、中度の難聴 根気づよい、理解できることばは 400
余 り、特異な生育歴をもつ

B子 中度の精神薄弱児 固執性が強い、人みしりがはげしい
C子の言いなりになりやすい

C子 場面絨黙児 怠惰、感情の起伏がはげしい

援 助 の仕 方

○発表 をまとめて板書
す る。

○生徒の発表 を、 カー
ドで示 しなが らまと
める。

○具体物で、材料の意
味を示す。

○全員 に発言 させ、補
足修正をする。

OA男 、 C子の発表を
B子 に板書 させ る。

○個別指導を行 う。

○簡単な記述式のノー
トを作成 してお く。

○大 きな声 で、はっきりと発表で き
たか。

○友だらの発表 をしっか り聞 くこと
ができたか。

○食事を計画的に整 えるための条件
がわか ったか。

○材料の意味がつかめ、積極的に考
えようとしたか。

○カレーライスに必要な材料がわか
ったか。

○正しく目盛 りがよめたか。
○分量のおおまかな目安がつかめた

か 。

○カレーライスをつくる意欲が増 し
次時への心構えができたか。

曇栗欝曇項



〈資料

〈資料

一‐

栄養素のはたらき

03つ (6つ )の基

礎食品を知る。

準 備

身 な り

○正 しい服そ

うをする。
O清潔にする。

○ 技 術 I(週 6時間)一

〇技術亜(週 2ク )〈

主として生活単元学習

A 男 …  ̈作業的な学習

Bo C子 …… 交流学習 (技術・家庭科)

倒 )生 活単元学習 「食生活 とわた し」 一 学習過程表一

材   料

○種類、分量、人

数 を考 えて計画
をたてる。

(計算す る)

用

○必要な

る。

交 通

○安全な道 をル

ールを守 ちて

通 る。

(0.5)

はか る

○はか りを正
しく使 う。

○目盛 を正確
によむ。

(2.5)

渉七 う

○きれいに洗

つ。
○ゴ ミを流 さ

ない。

切 る

○決め られた

形 に切 る。
○安全に行 う。

か たづ け

04庚 う前よ り

も美 しく。
○水気をよく

ふ きとる。

試 食 す る

○作法 を守 っ

て楽 しく食
べ る。

(0.5)

( )は 指導時数

(0。 5)

食事の手伝いができ

|る ようになる。

か らだ と栄養

○好 き嫌いをして

はいけないわけ

を知る。

○きらんとそ

ろえる。
○能率 よく使

えるよう工

夫する。

家でカレーライスを
つくる。

調理用 具

○必要な用具の

名前 と使い方

を知 る。

具  |
ものを知

|

_員 L_そ三二.

○火加減に注
意す る。

○安全に留意

あとしまつ

も りつ け

○おい しそう
に美 しく盛
る。

カ レーライ率をつくろ う
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第 1学 年 2組  国

1.題  材  た ぬ き の 糸 車

2.趣  旨

0 本題材は、伊豆地方の民話の再話である。この物語は、いたずらたぬきがおかみさんの糸車

にすつかり魅せ られ、そのとりこになるところか ら展開する。1内容はお もしろく、しか も筋は

単純であり、この期の児童には好適の教材である。

6 児童は、音話を読んだり聞いたりするのが好 きである。しかし、テレビその他の影響で、部

分的または断片的な言動や表現にひかれやす く、物語を全体 としてじつくり読み深めていくこ

とはπFき にくい。

o こうした実態に即 して、好 きなところや、お もしろいところを見つけ出させ、それを登場人

物の行動 と結びつけることにより、物語の展開を全体 としてとらえるように配慮する。また話

し合いの学書をとりいれることにより、読みの広が りと深まりを期待 したい。

3`目  標

o たぬきとおかみさんの言動を通 して、相互間に深まってい く心の交流を読みとらせる。

O 場面の移 り変わりに気をつけ、物語の好 きなところやお もしろいところを見つけ出させる。

4.計  画  (10時 間 )

第 1次 全文を通読 し、好 きなところやおもしろいところを見つけ出し話 し合 う。…… 2時間

第 2次 場面ごとの様子を読みとるも ~~~~~~~∵ ~十~~~~・―一一一一一一一…6時間

第 1時  きこりは、なぜわなをしかけたのだろう。

第 2時  どうしておかみさんは、ふき出しそうになつたのだろう。

第 3時 おかみさんの気持 ちは、どう変わつていくのだろう。

第 4時  冬の間、たぬきはどうしていたのだろう。

第 5時 おかみさんは、どうして「 あっ 」と驚いたのだろう。

第 6時 たぬきは、なにがうれしいのだろう。 ~~~~~~~~一 一一一一一―
(本 時分 )

第 3次 学習のまとめをし、他の民話を読む。 2時間

5。 本時の目標

O「 さもうれしくてたまらないというように、ぴょんぴよこおどりながら帰っていく」うれし

さの内容を、さし絵の話し合いや動

“

「化により、読み深めさせる。

0 進んで話を聞いォこり、読んだりさせる。



語 科 学 習 指 導 案

6.展  開

指導者  富  田  て る 子

発
‐
商

|

学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

○前時はどん

な話でしたか

糸車のまわる音が聞 こ

えてきた時の おかみさ

んの驚 きを想起す る。

ヽ

よ

∵

つ
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ど
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ｏ

な
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たぬきは、なにが うれ しいので しょう。

2.学習課題 を読 み、ノー

トに書 く。

3,じ ょうずな手つ きで、

つむいでいるたぬ きを 想

像す る。

O音読す る。

O自 由に話 し合 う。

4.ぴ ょんぴよこおどりな

が ら帰 ってい く様子を想像

し、その時何 といったのか

を考 える。

O音読する。

10グ ループで話 し合 う o

Oノ ー トに書 く。

0全体 で話 し合 うo  ~

5。 本時学習部分の朗読を

聞 く。

0「 はるになつて 」のおか

み さんの驚 きは、たぬきの

喜びにひびきあつているこ

とを考 えさせ、様子を想起

させ る。

O課題を貼布 し、ノー トに

書かせる。

oは もきり、ていねいに書

かせる。

0おかみさんの気持 ちを想

像 させ、様子が表れている

ことばをおさえさせる。

・ たぬ きが、じょ うずな

手つきで 、

・ おかみさんが していた

とお りに 、

。たばねてわ きにつみか

さねました。

Oこ の喜びは、① まわ した

くてたまらなかつた糸車を

まわした喜び、② じようず

にっむげた うれ しさ、③恩

返 しの気持 ちではないか と

予見 させ、文脈に流れるた

ぬ きの心を考えさせる。

0様子を見ているおかみさ

んの気持 ちや、たぬ きの喜

びを想像 させなが ら聞かせ

る。

冬の間の

さし絵

課題表示

TP
動作イし

たぬ きの

面

ふき出 し

TP

TU

。課題に対す

る関心を示 し

たか。

O人物にな り

きって動作化

ができたか。

O気持 ちがわ

かるような読

みができたか O

O思 う存分つ

むいだ冬の間

の ことが想像

できたか。
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第 2学 年

ノJヽ 単 元  ゅぅびんのしごとをする人びと

2.趣   旨

○ ポス トに手紙 を入れる時、相手に思いをはせ、早 く届 きます ようにと願 う。「 ぼ くのはが き

とどいた ?」「 きの う届 いたよ」の確かめの会話 を子どもたちはよくするものである。 この早

く、確かにの二つの願いは、郵便局での様 々の物 、道具、施設の くふ うに表われてお り、そこ

に人々の働 きがある。

O 子どもたちの殆えノどは、夏休みの教師 とのや りとり、年賀状での友だちとのや りとり、クイ

ズの応募などで、自分の手で投函 している:し か し、集 めに来 られ る郵便のおじさんがその手

で配 って くださると 14/32名 が思 ってお り、どうやって届 くのかわか らない子 12/32名 、おぼ

ろげに郵便局経由がわかっている子はわずかに 6名 であるc外国 とのつなが りなど思って もい

ない。

O そこで、ポス トに入れる時の願いを大切 にしなが ら郵便局の見学 を中心にすえて、観察の目

| を育てていきたい。仕事 をうまく進めるために、 くふ うされ生かされている物 、道具、施設を

1 -つ の手がか りとして、仕事や人の働 きを具体的にわか らせていきたい。また、観察 したこと

, を様 々に表現 ヒノてい く過程 において、物 と人の働 きの結 びつ きの追究 を深めていきたい と考 え

る。

○ 郵便物の集配に携わる人 々は、郵便物 を確実に早 く届けるよう、分担 、 くふ うして努めてい

ることに気づかせる。

道具 、施設の くふうを観察する力を高める。

見学 したことを効果的に表現 した り、動作化する能力や態度を養 う。

計  画 (10時 間)  A 郵便 とわたしたち

2 組  社 会

標

②

ヽ
引
ノ

ふ

だ
卜
に
く

CI郵便配達」②

道す じ

働 く人の く

自動車

(郵便 を出すのはどんな時だろう。 )

早 くまちがいな く届 く

郵便はわたしたちの生活に必要な ものであ り

郵便局の人たちは郵便を確実 に早 く届 けるよ

うに、分担  くふ うして努めている。

どうすれば早 く郵便物が届 くか。)

く届けてほしいとの願いどおりにくふうされていることを、位置

ものにする。

B理聖里局の星主J④

仕分けのくふう

働 く人々の努力

機械 を使 っての

くふ う

曇1■本時の目標 (A次第 2時 )

ポ ネトは、早 くまちがいな

鸞造の観察によって、確かな

わたしたちの協力

- 38

②



科 学 習 指 導 案

指導者  高  馬     翠

6.展  開

間発 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評  価

○見 てきたこ

とを発表 しま

しよう。

○ポス トに手

紙 を入れる時

の願いが考 え

られているだ

ろうか。・

o型 がちが ぅ

とくふうもち

が うのだろう

か。

O開箱回数が

ちが うのはな

ぜだろう。

1.各 自見てきたことについ |○ 学習問題 をはっき
。
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て話 し合 う。

O位置 向 き

○しくみ

○表記 されていること

4.三 か所の開箱回数 を比べ

て考 える。

O早 く届けるくふ うがな

されているc

ませる。

O各 自観察 してきたことを

模型 と対比 しなが ら表現 さ

せ る。

O校 区図に記入 してい く。

O前時学習の投函時の気 も

ちを想起 させ、ポス トの し

くみは願いがかなえ られる

よ うに くふ うされているこ

とに気づかせ る。

O個 →グループ→全体 と思

考 を深めてい く。

Oな ぜ箱型に変わったのか

の疑間は見学時まで残 して

お く。

0内町 4回 、郵便局前 5回

本局前 12回 の事実か ら、よ

り早 くの配慮 を印象づける

0本局の外観 をスライ ドで

見せ、見学への意欲 を高め

る。       .

ポス トの

模型

TP

社 2-11

-2

SL
。異型

ポス ト

SI_l

・ 三つの

ポ ス ト

0本 局

TR
・ 投函者

の声

AN

○相手によく

わかるように

表現 している

力)。

O全員発言に

よつて活発な

話 し合いがで

きたか。

O自 分が調べ

たポス トとの

違 い が わ か っ

たか。

O比較するこ

とによつて新

しい事実が見

つけられたか

0ポ ス トに も

くふ
゜
うがある

ことがわかっ

たか。

Fi    TT:曇 i『:撃忌
験経や実事

　
ｏ

の
　
る

り

せ

わ

さ

ま

想

の

予

身

ら

Ｏ
　
か

ポス トにはどんなくふうがされているか調べよ

|



題

第 3学 年 2組 国

材 r v + v D 
^

2.趣  旨

O 斉藤隆介作「 モチモチの本」は、語り,文体をもつて描かれた創作民話である。「全く豆太

ほどおくびようなやつはいない。」 と語られ自らもおくびようだと思つていた豆太は、腹痛で

うなつているじさまのために、真夜中、半道もあるふもとの村まで医者様を呼びに行つた。そ

の帰り道モチモチの水!に ひがついているのを見る。恐ろlノ いモチモチの本が美しいモチモチの

本として見えたのであるも「 やさしさ」をもつ故に勇気ある行動なとることができた豆太の姿

が、美しい情景描写と民話独特?語 りの中から読みとれる教材である。

O 子ども達は、物語文を読むのが好きである。「 子牛の話」「太郎こおろぎ」などの学習を通

して、ひとつひとつの文章 を大切に表象化 して読み とることがで きるようになつて きている。

筋の展開のお もしろさだけにひかれて読んでい る子 もまだあるが、登場人物 に対す る共感や批

判 を伴 った内面的な読み方 をする児童 もふえている。

O 指導に当たっては、各場面における人物の様子や気持ちをじゆうぶんイメージイヒさせ、登場

人物になりきって読みとつていくようにしたい。そのためには、文章の展開をたどらせながら

表現の優れているところには書き込みをさせるなどして豊かに読みとらせる。なお、この文章

の特徴である語 りの文体を読み味わうために、文章の調子をつかんで音読するよう指導したい。

3。 目  標

O 夜中に一人でせっちんにも行けないおくびよう豆太が、急病で苦 しむじさまを目の前にした

とき、冬のとうげ道を必死で医者様の所へ走る。この「勇気ある行動 Jは 、じさまと二人きり

のくらしの中で育まれた「 やさしさ」の現れであることをモチモチの本を通して読みとらせる。

O 場面の情景や登場人物の気持ちをイメージ豊かに読みとらせる。

4.計  画

第 1次  全文を通読 し感想を書いて話 し合 う……… 2時間

第 2次 場面 ごとにくわしく読みとる……………… 6時間

第 1時 豆太はどんな子どもか。

第 2時  「 モチモチの本 」とはどんな木か。

第 3時  「 モチモチの本にひがついている」のを見ることをあきらめたのはなぜか。

第 4時  うなつているじさまを見て豆太はどうしたか。

第 5時  おぶわれてりようし小屋へ帰 るとき豆太は何 を見たか。…………0(本時分 )

第 6時 豆太が「 モチモチの本にひがついている」のを見ることができたのはなぜか。

第 3次 読後の感想を書き話 し合 う………………… 2時間

第 4次 練習 と評価…………………………………… 2時間

■ 本時の目標

医者様にわけを話す豆太の様子を想像を加えて読みとらせ、「 モチモチの本にひがついて

いる」情景 とその時の豆太の気持ちをイメージ化させる。



五
錮 科 学 習 指 導 案

6。 展  開
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指導者 赤 垣 美 智 子

O医者様にた

どりついた豆

太は、何 と言

つたか。

0お ぶわれて

とうげの りよ

うし小屋へ帰

る道で豆太は

何 を見たか。

O医者様を呼

びに行 く豆太

はどんな気持

ちだつたか。

医者様におぶわれて りょうし小屋へ帰

るとき、豆太は何 を見たで しょ う。

1.本 時の学習課題 を確認す

る。

2.学習課題について考 える

087ペ ージ 6行 日か ら

87ペ ージ終わ りまでを

読み とる。

e指名音読

・ ひとり調べ をする

(教科書に書 きこむ )

0話 し合 う。

088ペ ージを読み とる。

。指名音読の後ひと

調べ をす る。

(ノ ー トに書 く )

。話 し合 う①

3.学習範囲 を朗読す る。

4.次 時の学習課題 を知 る。

指導上の留意点

○≪いたくて、さむくて、

こわかったからなあ≫の文

を想起 させ本時学習の布石

とする。

O学習課題を貼布 し課題の

確認 を図る。

O豆太が言った言葉を想像

させ「 おう、おう―』にこ

められた医者様の人柄を思

い浮かべさせなが ら二人組

でもやらせてみる。

O切 り抜き絵を使って≪え

もちら、おっちら≫を理解

させる。

Oねんね こばんてんの中か

ら雪 を見ている豆太の気持

ちを、医者様の こしを ドン

ドンけとばした行動 と合わ

せ想像 させる。

o「 モチモチの本にひがつ

いている」様子をイメTジ

化 させ る。

Oそ れを見つけた豆太の気

持 ちになつて表現読み させ

る。

O様 子や気持ち を思い浮か

べなが ら読 ませる。

089ペ ージは教師の範読 を

聞かせて簡単にすませる。

切 り抜 き

絵

課題表示

0医者様に言

った言葉を想

像 を加 えて言

うことができ

たか。

本にひがつい

ている様子が

イメージイヒで

きたか。

発   間 学 習 活 動 資料等 評   価

切 り抜 き

絵



1.題 材 面 積

2.趣  旨

0 本単元では 2枚のカードの広 さを比べる操作を通 し、二次元的な広が りのある量 も、長 さと

同様に、単位 とする大 きさの図形 を決めるとtそ のいくつ分 として数値イヒできることに気づか

せ、そこか ら普遍単位 lθ′について理解 させる。さらに lθ形の正方形がいくつ敷 きつめられる

かを考える工夫を通 して面積の公式を創造 させるのがねらいである。

O 児童は、第 1学年で紙を重ねて広 さを比べたり、方眼をぬりつぶして、広 さを個数で表わす

などの経験を持うているが、広 さの概念 として定着 していない。

0 そこで、まず 2枚のカードの広 さを「 どちらが広いか。」直観や重ね合わせる操作で調べさせ

さらtと 、学習課題を「 どちらがどれだけ広いか』へと、しぼっていき、広 さを数値で表わす必

1  要性に気づかせ、単位 とする大 きさの図形 をiitめ 、そのいくつ分かを数えればよいことを発見
I  

させる6ま た、単位 とする図形 としては 1辺 1物 の正方形が最 も明確に測定できることをとら

えさせ、普遍単位 1赫 を理解させる。 lθ形を使っての面積測定の過程で長方形、正方形の面積

は、辺め長 さを測るだけで計算で求められるということを理解 させる。

3.目  標

O 面積の概念を明 らかにし、面積単位 lθ虜,1グ ,la:l ha,1扇 を理解 させる。

O 長方形、正方形の面積の求め方 と、その公式を理解 し、これを用いられるようさせる。

4.計  画  (H時 間 )

第 1次  カー ドの広 さ ………………………  5時間

第 1時  どちらが広いか、直観や重ね合わせて比べ る

第 2時  どちらが どれだけ広 いか演1定 する …………………。・・…… (本時分 )

第 3時  lθ形を使って簡単な図形の面積 を測定する

第 4時 長方形、正方形の面積の公式 を発見する

第 5時 公式 を用いて面積 を求める

第 2次 すな場 や花だんの面積 ………… 3時間

第 3次 大 きな面積 ………………………  1時間

第 4次 れん じゅう 2時 間

5。 本時 目標

○ 広 さは単位面積を決め、そのいくつ分 として数値イヒすると測定できることに気づかせ、普遍

単位 lθ滅について理解 させる。

0 1ε形の単位面積を用いてカードの広 さを測定できるようにさせる。

第 4学 年 1組  算 数 鵞
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キ 学 習 指 導 案

6.展  開

指導者  福  本  和  代

間発 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 価評

Oど ちらが どれだけ広いでしょう

0結果はどう

な りましたか

O問題点はあ

りませんか。

Oど ん図形 を

もとに して測

るとよいで し

よう。

1.予習課題の結果 な発表す

る。

OOOが 何個分広いと答

える。

2.問題点について話 し合 う

○す きまや重 な り

○それぞれの演J定 の数値

が ちがつていること

O単位 とする図形の条件

|ま 輌可力)

6.本時のまとめ

Oど れだけちが うか を表わ

すには数 l■Lが必要 であ るこ

とに気づかせる。

○す きまな く重な りな く敷

きつめ られる図形 を単位 と

しなければ、演J定が不正確

であること、また任意な図

形 で測定すれば不都合が生

じることに気づかせ、共通

な単位図形が必要であるこ

とを発見 させ る。

O同 じ広 さの正方形 を使 う

と、最 も正確に測定 できる

ことを知 らせる。

O世界共通の面積の単位で

あることを理解 させ る。

01θ形の正方形の数 を数 え

数値の差か ら広 さの差 を導

びかせる。

O簡単な図形の面積 を測定

させ る。

T Pl

プ リン ト.

T P2

A Nl

T P3

A N2
プ リン ト

T P4

AN3

○測定に |ま 正

方形が最 もよ

いことがわか

つたか。

0単位量い く

つ分でOθグと

考 えられたか

0 1翻広いと

答 え`ら れたか

O面積が測定

できたか。



第 5学 年 3組

1.題

2.趣

材  単 :位 量 あ た り

○ 日常生活のなかでねだんが高い安いなどというとき、単に金額の多少だけでなく、買った数

量 と払った代金を相対的に比較 している。このような例は、ガソリシの使用量が走行距離に比

較 して多い少ない、面積が人口に比較 して広い狭いなどがある。 1`あ たりの走行距離 1膨 あ

たりの人数などの表 し方は、一方の単位量に対応する他方の量の大きさをとらえる「 単位量あ

たり」の考え方であり、一般生活のなかで広 く用いられている。そこで本題材では「 単位量あ

たり」の考え方密定着させることをね らいとしている。

9 本学級の児童は、同種の量の割合については百分率を中心 として「 割合 」の単元ですでに学

習 しており、公倍数 を用いて異種の二つの量を比べる方法は「 整数 」の単元で学習 している。

しかし、「 単位量あたり」の考え方で量を比べることは日常生活のなかである程度用い られて

いて も深 くその考えを応用できるまでにはいたつていない。

O 速度や人口密度のように、二つの量の組み合わせによりとらえられる量の存在に着目させ、

単位量あたりの考え方の必要性 をつかませ、さらに、それを用いて二つの量を比べることがで

きるようにする。その場合、具体的な場面を用意 し長さや重 さのような量 と対比 させなが ら児

童自身が見つけ出すようにさせる。

3.目  標

0 異種の二つの量の割l合 としてとらえられる数量についてその比べ方や表 し方を知 らせ、一方

の単位量に対応する他方の量の大 きさから二つの数量を比べることができるようにさせる。

O 速度の意味、および表 し方を知 らせ、速度を計算で求めることができるようにさせる。

計  画  (9時間 )

第 1次 計画と内容について ……… 1時間

第 2次 単位量あたリー……………… 2時間

第 1時 単位量あたりの意味を知る。 (本時分 )

第 2時 単位量あたりの考えで二つの量を比べる。

第 3次 速 さ ……………………… 4時間

第 4次 練習 と評価 ………………… 2時間

5.本 時 の 日 標

甘さを比べることにより「単位量あたり」の考え方を理解 させる。

「単位量あたり」の考えで、いろいろな量を比べることができるようにさせる。

』
日

Ｏ

´

○



数 科 学 習 指 導 案

6.展  開

指導者  阿  部  和  夫

発  問 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評  価

。どれがいち

ばん甘いで し

よう

0い ろいろな

方法で考えよ

う。

0考え方を発

表 しなさい。

。問題を解い

てみなさい。

1。 ジュースの甘 さについて

考え理由を発表する。

。水の量が同 じ場合。

。砂糖の量が同 じ場合。

2.ど ちらが甘いか考える。

水の量 も砂糖の量 もち

が う場合。

。個人で考える。

。グループで話 し合 う。

。グ/t/― プの考えを全体

に発表 し、解 き方を話

し合 う。

・ 砂糖 17あ たりの水

の量で比べる。

・ 水 l CCあ たりの砂糖

の量で比べる。

0そ の他

3.単 位量あたりの考え方を

知る。

4.練習問題を解 く。

5。 次時への予告

本時の学習の内容とめあ

てについて確認させる。

0水が同量のときは砂糖の

量を比べればよいことに

気づかせ る。

。砂糖が同量のときは水の

量を比べればよいことに

気づかせる。

異なった内容を比べ る場

合 には、単位量あたりの

考えが有効であることに

気づかせる。

二つの量の うちどちらを

そろえてもよいが、それ

ぞれの場合の特徴をお さ

える。

0単位量あたりの考えを定

着 させ る。

O解 けなかった児童は個別

指導す る。

かん ジュー

ス

TP

ツプ

糖砂

TP

。本時の目標

がわかった

か

。一方の量を

そろえて比べ

ることができ

たか。

0水 l Ccあ た

りの砂糖の量

を求めること

ができたか。
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第 6学 年 1組  理 科

1.題  材  ほ の お

2.趣  旨

0 5年 の学習において、物が燃える現象を回りの空気との関係で調べ、物が燃えるとき空気中

の酸素が使われ二酸イじ炭素ができることや、これらの気体の性質および空気のはたらきを理解

している。本題材では、それを受け、物が炎を上げて燃える様子を調べ、炎は気体が燃えると

きにできることなどを理解 させるのがねらいである。

0 児童は、物が燃える現象については日常生活で多 く経験 しているので、炎に接する機会は多

ぃ。しかし、「 ほのおは何が燃えているか」 (ほ のおの正体 )と いう点については、疑問す ら

もっていない。せいぜい、ろうそくが燃えるのを見ても、ろうそくの芯やロウが燃 えていると

考える程度である。

○ 指導に当たっては、まずろうそくの炎を十分に観察 させ、炎を身近なものとしてとらえさせ

ることにより、本題材に興味・関心を持たせたい。また、実験・観察に主体的に取 り組めるよ

うに、次の 3点 に気をつけたい。①実験のめあてをはつきりつかむ。②仮説をたて、実験方法

をいろいろ考える。③考えを出 し合い協力する。そのためには十分な時間が必要になるcそ の

点は、第 7校時の利用 と学習の流れをず らすことによつて解決を1ま か りたいc

3` 目  標

O 炎は、部分によつて色・明るさおよび温度の違いがあることに気づかせる。

O 炎は、気体が燃えるときにできることをとらえさせる。

O 本片を空気の入れ替わ らないところで熱すると、燃える気体などが出て、後に木炭が残 るこ

とをとらえさせる。

4.計  画  (9時 間 )

第 1次 導入 と計画 ……。1・ ……………・
:・ ……………``.… ………… 1時間

第 2次 ほのおの色・明るさ・温度 ・・・……・……・・:。 ………………… 2時間

第 3次  ろうそくの燃え方 ………・・:… ………1・ …°
'.…

……………。 3時間

第 1時  ほのぉの正体は何か考えようo

第 2時  ほのおの中にあるものを取 り出そう。………………… (本時分 )

第 3時  しんの役割 とまとめ。

第.4次 木の燃え方 ……………・・:…
1・・……………………………… 2時間

第 5次  まとめと評価 ……………・
:・
………………………………… 1時間

5。 本 時 の 目 標

○ ろうそくの炎は、ロウの気体が燃えている、ということを理解させる。

0 実験の方法 をくふ うし、協力 して実験す る態度を養 う。
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学 習 指 導 案

6.展  開

指導者  津  野  敬  子

間発 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 価評

○前時学習 し

たことは何で

したか。

1.前 時の課題 と予想 を思い

出す。

○簡単に。 TP

ろ うそ く

ろ うそ く

たて

ガラス管

は りがね

注射器

マ ッチ

な ど

ロウのか

たま り

O前時の課題

を想起 し、何

のために実験

観察するかわ

かつたか。

O協力 して実

験 してしYる力、

Oロ ウの気体

が燃 えている

ことを実験か

らとらえられ

たか。

0実験 (

をはじど

0結果 l'

て話 しそ

Oし ん |:

あ るのカ

ろう″

ほのオ

なくのほのおはどんなものか :

づの中にあるものを取 り出して

♭できているのであろう。

「みよう。

:TTI

こ″つい

当お う。

まなぜ

ごろう

2.実験方法・準備 をグルー

プで確認 し、実験 ・観察す

るg

3,結果について考察する。

O話 し合いをする。

Oノ ー トにまとめる。

・よく燃 える

煙 (気体 )は

どの部分か ら

出ているか調

´ヾ る。

4.ロ ウだけで も炎 を出 して

燃 えるか考 える。

0時 間のめどを知 らせその

間は自由にさせる。

O個人→グループ→全体思

考へ。

。理由を考 えさせること

により、思考 を深めさせ

る。

・ ほのおの色、明 るさ、

温度の学習 と関係づけて

考 えさせ る。

ろう妥

えるデ

をくの しん (芯 )がな くて も、ロウはほのおを出 して燃

ごろうかё

O予想 なし、

実験方法 を考

えよう。

5。 予想 を し、実験方法 を考

える。

6。 本時のまとめ と次時予告

を聞 く。

○前の実験結果 をふまえて

考 えさせる。

Oい ろいろなアイデアを出

させる。

O実験 に必要な ものを各 JII

で用意 させる。



1.教科・題材  5年 国語 … わらぐつの中の神様 6年算数 …・組のつ くり方

2.趣   旨

本学級は 5年生 6名 、6年生 4名の10名 の聴覚障害 をもつ児童によつて構成 されている複式学

級である。聴力損失の程度や、表出言語の障害 (発音・構音等 )の程度 もさまざまであるので、

比較的言語を使 うことの少ない算数・理科等 を好む傾向がある。 ドリルによる漢字書写力や計算

力等は、学年に応 じた学力がほぼ定着 しており、熱心に継続学習を行っている。しかし、健聴児

に比べて語い量が少なく、助詞・副詞の使い方た誤 りがあつたり、能動 と受動が逆になつたりす

るため文意が捉えに くい。日常の会話や学習発表 も聞き取 りに くく、又言いにくい現状である。

そこで視聴覚教具の活用によつて理解を助けたり、身体活動、身体表現等 を通 しなが ら学習 密よ

り定着 させるようにしている。

05年 の「 わらぐつの中の神様 」は、雪国、朝

市 と静かで美 しい自然を背景に、人と人 との温

かい心の触れ合いが描かれている。長文を読み

こなすことは困難ではあるが、おみっさんとわ

かい大工さんとのわらぐつを中心にした二人の

動 き、表情・会話等を豊かに想像 させなが ら、

心の交流の温かさを味わわせたい。そして、真

の価値を見つめて生 きようとした所に二人の結

びつきが生まれたことから、本学級児童なりに

物のね うちについて新 しい示唆が得 られればと

考 える。

3.目  標
0人物の心の動きや状況を読みとらせ、,いの触れ

合いの温かさを味わわせ る。

Oそ れぞれの人物の気持 ちになつて音読 させ る。

O物語に親 しみ、進 んで読 もうとする態度を育て

る。

4.計  画 (12時間 )

第 1次 全文を通読 し、新出漢字、難語句を調べ

る。……………Ⅲ……………… 2時間

第 2次 場面ごとにくわしく読み味わう… 6時間

第 1時  なぜわらぐつの中に神様がいなる話

をおばあさんははじめたのだろう。

第 2時  おみつさんはどうしてわらぐつを1/F

ったのだろう。

第 5、 6学 年 難 聴 学 級

06年の「 組のつ くり方 」は、平素野球チー

ーの組み合わせ等で児童にも経験があり、興

味深い題材である。単に場合の数を数えるの

でなく、すべての場合を落ちや重なりのない

ようにするために順序よく整理 して組み合わ

せるという考え方 とその方法を身につけさせ

ることをね らいとする。場合の数の調べ方を

日常生活の場に役立てるきつかけともなるの

で、各自の工夫を生かしなが ら、能率的・合

理的な組み合わせ処理の手順 を身につけさせ

たい。

0簡単な ことが らについて、場合 をllE序 よく

整理 して、そのすがてをあげた り、その数

を求めた りす ることがで きるようにする。

(7時間 )

第 1次 場合の数の調べ方………… 5時 間

第 1時  本学級での野球 チ丁ムゃ新聞づ

くりのチームの組み合わせを考

える。

第 2時  4つ あるいは 5つ の中か ら2つ

をとって組 を作る。… (本時分 )

第 3時  n個 より(n-1)個 をとつて



国 語 ・ 算 数 科 学 習 指 導 案

第 3時 朝市でわらぐつを売っているおみつ

さんの気持 ちはどう変わっていった

か。………・…………… (本時分 )

第 4時  なぜ大工さんは、おみつさえ′のわら

ぐうを買 うのだろう。 (

第 511S 大工 さんが、′おみつをおよめにほし

いと思ったのはなぜか。

第 611S おみつさんたちはその後 どうなった

だろう。

第 3次 物語の主題について話 し合い、感想を書

く。……………………………… 2時間

第 4次 物語 を読む。…………………… 2時間

駐 本時の 目標

Oお みつさんのわらぐつが、わかい大工さんに

買い取 られるまでのおみつさんの心の明暗を会

話 を手がか りに読み取 らせるよ

≪参 考≫

指導者  沢  田  映  子

組 を作る。

第 4時  3つの ものの並べ方 と3つ の中

か ら2つ をとって並べ る並べ方

とその場合の数 を考 える。

第 5時  4つの ものの並べ方 と,4つ の中

か ら2つ をとって並べ る並べ方

' とその場合の数を考える6    _
第 2次 問題 …………:。・…・.∵ .。 … 2時間

04つ あるいは 5つ の ものの中か ら2つ を選

ぶ時、落 ちや重な りのない組み合わせの手順

や方法 を理解 させる。

(座 席 )

6年        5年

Y可 IY・ Y□

回

立・中 :童

学 年 性別 氏  名
平均聴力損失 ことばの調査

(助詞副詞接続詞 )右 左

5年

6年

男

ク

″

女

″

ク

　

男

ク

ク

女

M・ A

TOT

TOH

MOK

T・ II

JOH

Y・ I

S00

Y・ Y

SOK

88dB↓

76盤

89dB↓

90dB↓

90dB↓

73dB

86dB↓

81硼

86盤

87cIB

87.5選↓

89 dB↓

90鵡↓

90(」 B↓

90盤↓

74(lB

89鵡↓

86 dB

85 cIB↓

89 dB↓

56

32

40

82

20

68

74

68

56

68

6年 1組  (健 聴 児 )平均 87
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6.展 5年 6   生F

指導上の留意点
指導上の留意点

補聴器の点検をする )

朝市でわ らぐつ を売っているおみつ さん

の気持ちは、どう変わつていつたでレようo

(T・ P)

O各 自自由な形式で組み

合わせた ものを見せ合

い、方法や結果 を比較

させる。

OAチ ームの組み合わせ

を考 えれば、自然にB

チームが決 まることに

気づかせる。

4種類の ものか ら2種類 を組み合わせる時 、で

きるだけ多 く、正 しく選ぶ方法 を工夫 しよう。

oゆ っ くり、日の形

な正 しくあけて発

音で きるよう注意

させ る。 (H・ T児 )

oお みつ さんの希
'望

にふ くらんだ気持

ちを想像 させる。

O文末表現 に注意 さ

せ る。

6場面の展開 を会話

によつてより具体

1.本 時学習場面を音

する。

2.わ らぐつを持つて朝

市へ きたおみつ さ

1.前 時考えた新聞 ォーム

の組み合わせ を各 自シ

ー トに書いて発表する

2。 もも、みかん、パイン

なしのかんづめか ら、

2種類の組み合わせ を

する。

oは じめの 1つ の選び方

選んでい くllri序 を考 え

る。  (表  TP)

「

ｏ
ｌ

「

が

の
　
Ｂ
　
け

Ｋ
　
Ａ
　
わ

，
　
つ
　
に

Ｙ
　
ず
　
ム

，

人

　

一

〇
　
２
　
チ

，　
を
　
のつ

のようすを話 し合 う

(]:[i絵トダ

3.わ らぐつはす ぐに

れただろうか、売

るまでのようすを客

とおみつ さんの会

を書 きぬいて調べる

イヒさせ、的確にと

らえさせ る。

図

表

O図 や表 を使 つて、落 ち

や重な りが出ない方法

を考 えさせる。

02種類の うち、まず 1

つ をきめ、相手 をさが

す。

0は じめの 1つ も順序 を

つけて (左か ら)き め

ると落 ちや重な りがな

く、早 く選べ ることを

理解 させ る。○ C ○

み C ○ ○

○ ○ ○

な C ○ ○

(お客 )    |(お みつ さん )

「 わらぐつはどうで

すね。」

「 いいやよかつた

でね。」

「 それわらぐつか

ね、わらまんじ

ゅうかと…:」
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○客のことばで、お

みつ さんの期待が

どんどん うすれて

い くようす を読み

取 らせる。

Oや っぱ り、あきら

めて、がつか りし

て、おずおず と等

気持 ちを表す こと

ばをしつか りとら

えさせる。

O個 々の話す力に応

じて楽 しく、大工

さんやおみつ さん

の会話 を表現 させ

る。

Oあ きらめていたお

みつ さんの喜びの

大 きさ (おがみた

いほどの気持 ち )

を想像 させ る。

(わかい大工さん )

「 見せてくんない。」

「 おまんが作んなつ

たのかね。」

「 よし、もらっと

こう。」

「 あんまりみつともよ

くねえわらぐつで。」

「 初めてで、うまくで

きねかつたけど。」

3.P53③ を考える

ABCDEの 5つ の野

球チームが、どのチー

ムとも1回 ずつあたる

組み合わせ

0図 を一― で結 ぶ

0表の活用

6種類の ものか ら2種

類 を組み合わせ る場合

は どうか。

4.結果 を話 し合 う

05種類の場合、f図 は線

が複雑 になるので活用

しに くいか もしれない

が、表の利用 とあわせ

て正 しく組み合わせが

できるようにする。

05種類の中か ら2つ を

選ぶ場合で も、選ぶ手ヽ

り頃をふまえてい くこと

が大切 であることに気

づかせる。

o P53③ の発展学習 とし

て、能力に応 じて取 り

組 ませる。

O図 、表の活用がllF序 だ

てて行われたか評価す

る。

4.お みつ さんの気持 ち

の変イヒを、会話のや

りとりをしなが ら想

像 し、話 し合 う。

(TP)

O客 1 2と

○わかい大工 さんが来

て

〇「 もらっとこう。」

と言われて

5。 この 日のおみつ さん

のようすを、物語に

つづけて創作する。



精 薄 学 級  生 活 群

1.′Jヽ 単 元   火 の 用 心

2.趣  旨
O わたしたちはくらしの中で、火を使 うことが多いが、ちよつとした不注意か らそれが火事に

つながることがある。火事のおそろしさを知 り、防火に気をくばったり、火事になつた場合 ど

うすればよいか知ってお くことは、児童の生活にとつて も大切であると考える。

O 本学級の児童は次表の 4名 であるが、いずれ も火事を実際にみた経験はなく、消防自動車に

ついては、全員が赤い車 という認識にとどまつている。はしご車等の絵本 をみせると「 かうこ

いい 」と興味を示す。しかし、「 火の用心 をしなければならない。」 とか「 自分の家が火事に

なつた ら……・。」 というような自分の生活 とかかわった思考はしていない。

氏 名 学 年 性 別
WttL
IQ 児 二里 の よ す

M 女 「 はい」「 いいえ」の意志表示はするが反応はおそい。社会常識は殆んどない

K 男 56 明 るく多弁であるが、読み書 きの能力は劣 る。

N 男 76 遊びにも勉強に も意欲がな く、学習時 も沈みがちである。発音不明瞭。

T 女 読み書 きはぼつばつできるが動作はおそい。時々放心状態 となる。

O そこでH月 26日 か らはじまる「 秋の火災予防週 FEE」 に合わせて、自分たちが火事 をおこさな

いためには何 に気 をつけた らよいか、また火事になつた時 どの ような行動 をとるか、各 自の生

活への働 きかけに重点 をおいて学習 させたい。さらに、火事 を消 しに きて くれる消防士の働 き

や、消防署のようすについて も、目をむけ させたい。

3.目   標

O 火事がお きると、家や物が焼 けてしまうだけでな く、人 も焼 け死んだ り、けが をした りする

ことがあるとい う事実 をとお して、火事の こわさを切実にとらえさせる。

O 火の用心の し方や火事の時の身の処 し方 を、話 しあいや動作化 をとお して身につけさせ る。

O 消防署へ見学 に行 くことによつて、消防署の しくみや消防士の仕事のおよそをつかませ る。

4.計  画  (9時 間)

第 1次  こわい火事 ……………………………… 4時 FFD

第 1時 火事の話  絵本をみて話を聞いたり、見聞 して知っていることを話しあう。

第 2時  こわい火事 スライドをみて話 しあう。

第 3時 火の用心 「 火事の原因の絵グラフ」より考えて火の用心のし方を話 しあう。

第 4時  もし、火事になつたら…………   (本 時分 )

第 2次 消防のおじさん (見学 ) 3時間

第 3次 消防かるたを作って遊ぼう(ま とめ )…  2時間

5。 本 時 の 目 標

O もし火事がおこった時、どうすればよいかを、動作イヒによつてつかませる。



}学 習 指 導 案

6.展   開

指導者  小 笠 原  一  恵

発 問 学 習 活 動 指導上の留意点 資料等 評 価

0も し、火事

になつた らど

うしますか。

|

0消防のおじ

さんはどこに

いるで しょう

1.火 事のおそろしさについ

て話 しあう。

2.火 事になつた場合 を考 え

て、どうす るか話 しあっ

た り動作イヒした りする。

O水 をかける .

0に げる

0どの方向ヘーー 入口

・煙 をすいこまないよ

うに。

0近 くの人に知 らせ る。

「 火事だぁ。」

○消防署に連絡する。

。119番 に電話する。

火事です

場所は……です。

・火災報知機 をおす。

3.消防署に見学に行 くこと

について話 しあう。

O火事のスライ ドをみせて

今 までの学習 をお もいお

こさせる。

その時の状況 を半J断 して

行動できるようにさせる

O火元が ごく小 さく初期の

場合にか ぎることをわか

らせ、危険な場所か らす

ばや く遠 ざか ることの大

切 さをわか らせる。

O大 きな声 を出 させる。

O火事になると消防 自動車

が自動的に来 るのではな

いことをわか らせ、電話

模型 を使 って電話のかけ

方 をおぼえさせ る。

O火災報知機については、

補足説明 をし、いたず ら

におさせないようにする

O消 防自動車や消防士の絵

をみせて、関心 を深めさ

せる。

SL

(火事

TP

社 -2

-12-4

電話模型

SL
(火災報

知機 )

絵

消防自動
車

消防士

O大 きな声が

出せたか。

(発音直視装置)

0119番 をお

せたか。

|
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障 害 児 学 級

題 材  カ ー ド遊 び

2.趣   旨

00 2年 男子、右手の指は神経が麻痺 していて鉛筆が持 てない。右足 も虚弱でびっこをひいてい

る。口唇や舌の動 きも鈍 く教師の動かす舌のまねがで きない。学力は同学年の児童 より少 し遅

れている。常識 について もやや貧33で はあるが 日常会話や行動にはあまり遅れ を感 じさせない

現在のお もな障害音は「 さ、ざ、ら行 」の各音である。このほかに歪みを感 じる音がた くさ

んあるが、これは今 まで正 しく発音で きなかつた音が 、正 しい発音に近づ く過程の音で中には

注意 をすれば正 しく発音で きる音 もある。

会話中発音不明瞭のため意味が理解 できな くて何国 も尋ね ることがあるc3～ 4回 (ま 言 いな

お して教 えて くれるが、それで もわか らない場合は「 あほか 」と言返す場気 さがあるЭ

O 自分の発音が友だちと比べて少 し変わっていると言 う程度には感 じているが、それで困 ると

か恥か しいとかは思つていないようである。練習の効果 を上げるに も本人が練習の必要 を感 じ

意欲 を燃や さな くてはな らない。周囲の者の接 し方に も一考 な要するものがある。構音学習 は

5～ 6時間を練習の一単位 とし、その音が うま く発音で きな くて も次の音の練習に進む。繰 り

返 し練習 をす るうちに正 しい発音ができるように導 きたい。

O 「 ら行音 」の子音部の構音は舌先 を硬 口蓋に軽 くつけ呼気 を貯めて舌先 を離す と同時に発せ

られる弾音である。ウエハースを使って舌先 をつける位置 を教 えた り「 だ行音 」との舌先の使

い方の違いなわか らせる。また自分の発音が違 うことに気づ く耳 を育てることも大切である。

○ 子音部「 red」 の構音点の違いがわか り、「 r音 」を発する要領 を会得する。次は子音に

母音を続けて出す練習 をする。「 ら行音 とだ行音 」が少 しでも聞き分けられる発音をさせる。

O 「 ら。だ 」「 れ 。で」「 ろ・ど」教師の発音は正 しく区別 して聞 きわけられる。しか し自分

の発音は全部「 だ行音 」に置 き換えられているがそれには全 く気づかない。文字表現 をしても

正 しく書けるため誤 りの自覚を遅 らせる。発音の誤 りが自覚できるよい耳 を育てたい。

4.計   画  (6時 間 )

第 1次 聞き分けと子音の発音練習 ……… 2時間

第 1時 多 くの単音の中か ら聞き分ける。子音の舌をつける位置を覚える。

第 2時 多 くの単音の中か ら「 ら行音 」を聞 きとる。 (ら 行音の刺激強化 )

呼気を貯めて舌先を離 し「 r音 」を出す練習をする …… (本時分 )

第 2次 単語、短文の読みのなかで単音の発音練習をする ……… 4時間

5.本 時 の 目 標

O 「 ら行音 」の聞き分け練習 (刺激 )を して「 ら行音 」に耳なれさせる。

O 「 r」 の構音のしかたをわからせ正 しい発音に近づくよう工夫し練習 させる。

二
Ｅ行わり五

叩
一一一一口

標目

二 46-
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多 くの単音の中か ら「 ら行音 」

を聞きとる。

O聞 こえたら動作で反応する。

おはじき

小旗

つ いたて

0さ か さま ことば を聞いて絵 カ

ー ドを取 る。

2_子音「 r」 の発音練習 をす る。

O口 唇や舌 を速 く動かす練習 を

す る。

O舌 を出 した り入れた り、その

他指示通 りに動かす。

0教師の舌の位置や動か し方 を

よく見 る。

O硬 口蓋にウエハースをつけて

舌の位置 を確認する。

O「 rOd」 の構音点の違いな

はつきりさせ実際にやもてみ

る。

0た めた呼気 を出す と同時に舌

を離 して子音 を出す要領 を会

得する。

O教師の発音 と聞 き比べ る。

母親 と一緒にさせて正確 さ速 さ

を競わせる。     ‐

興味 を持たせるために反応の方

法 を変 える。

1回 には一種類の音 を聞 き取 ら

せ る。

ゆっ くりと 1音ずつ発音 して聞

かせまねをさせてか ら取 らせる。

○正確に発音できる音 を連続 で乱

れないように速 く言わせ る。

O教師のまねをさせる。

O口 唇につけたウエハースを鏡 を

見ないで 1回 で取 らせる。

O大 きな口をあけてょく見 えるよ

うにしてやる。

Oウ エハースはつけてやつた り自

1分 でつけさせた りする。

O舌先 を前歯茎ゃ硬 口蓋につけて

見てる。

O鏡 を見せて舌先が上へあがって

いるか確かめさせる。

O教師の舌 を見せた り、注意 を与

えた りしなが らくり返 し練習 さ

せる。

O交互に発音 し録音する。 ・LI

テープ

反応用具

絵 カー ド

i~|

鏡

R

「 らとだ 」の

構音点の違い

がわかったか

→ rに近 づ

た カ

速 く正確 に聞

き取れたか。

ｄ

　

け


